
公私連携幼保連携型認定こども園

※記事は３頁に掲載

福良こども園が開園

だから住みたい
南
あ
わ
じ　だから住み

たい
南
あ
わ
じ　

５
広報南あわじ５月号（平成 30 年５月１日発行 No.160）広報 
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陸
の
港
西
淡
の
改
修
は
、
待

合
所
を
増
築
し
、
土
産
物
や
飲

食
物
を
販
売
す
る
売
店
と
飲
食

ス
ペ
ー
ス
等
を
設
置
し
、
観
光

交
流
拠
点
と
し
て
利
用
者
の
利

便
性
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
鳴
門
市
と
の
自
転
車
の
陸

路
輸
送
の
発
着
場
お
よ
び
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
事
業
の
拠
点
と
し

て
運
営
。
レ
ン
タ
ル
自
転
車
は

10
台
あ
り
、
う
ち
２
台
は
電
動

ア
シ
ス
ト
で
、
予
約
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
更
衣
室
や
コ
イ
ン

ロ
ッ
カ
ー
、
サ
イ
ク
ル
ラ
ッ

　

陸
の
港
西
淡
の
改
修
と
新
た

に
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が

完
成
し
、
４
月
１
日
に
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
行
い
ま

し
た
。

　

南
あ
わ
じ
市
は
、
徳
島
県
鳴

門
市
・
香
川
県
東
か
が
わ
市
と

と
も
に
「
Ａ
Ｓ
Ａ
ト
ラ
イ
ア
ン

グ
ル
交
流
圏
推
進
協
議
会
」
を

設
立
。
3
市
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
活
性
化
さ
せ
る

と
と
も
に
、
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

や
健
康
づ
く
り
の
観
点
も
取
り

入
れ
な
が
ら
、
観
光
に
よ
る
交

流
人
口
の
増
加
や
産
業
振
興
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

ク
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
具
も
設

置
し
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
支
援

も
行
い
ま
す
。

問
陸
の
港
西
淡

　

☎
36
・
４
４
２
２

貸出する自転車10台

リニューアルした陸の港西淡待合所

オープニングセレモニーでテープカットをする守本市
長ら

開園式で、歌を披露した園児

開園を祝い「戎舞」を披露した淡路人形座

福
祉
法
人
む
つ
み
福
祉
会
（
島

田
則
恵
理
事
長
）
が
行
い
、
市

も
施
設
運
営
の
支
援
を
行
い
ま

す
。

　

４
月
５
日
に
は
入
園
式
と
開

園
式
が
行
わ
れ
、
園
児
が
歌
を

披
露
し
た
ほ
か
、
地
元
の
淡
路

人
形
座
が
「
戎
舞
」
で
開
園
を

祝
い
ま
し
た
。
島
田
理
事
長
は

「
大
切
な
地
域
の
子
ど
も
の
成

長
を
、
保
護
者
と
と
も
に
職
員

一
同
見
守
っ
て
い
き
た
い
」、
守

本
市
長
は
「
幼
保
の
連
携
で
よ

り
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
る
。
行
政
も
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
を
し
ま
し
た
。　

　

福
良
の
公
立
「
ち
ど
り
保
育

所
」
と
私
立
「
福
良
保
育
園
」

が
統
合
し
、
４
月
か
ら
公
私
連

携
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

と
し
て
「
福
良
こ
ど
も
園
」
が

開
園
し
ま
し
た
。

　

福
良
地
区
で
は
、
南
海
ト
ラ

フ
大
地
震
に
よ
る
津
波
被
害
が

懸
念
さ
れ
て
お
り
、
安
全
に
保

育
業
務
を
行
う
た
め
、
福
良
小

学
校
隣
の
高
台
に
あ
る
ち
ど
り

保
育
所
の
施
設
を
使
用
し
、
２

施
設
が
統
合
し
ま
し
た
。
定
員

は
１
３
０
人
で
、
運
営
は
社
会

公
立
と
私
立
が
統
合

「
福
良
こ
ど
も
園
」
が
開
園

市政ひろば

手話言語の確立 及び 障害者の
コミュニケーションに関する
条例ができました！　  ４月１日施行

　南あわじ市では、障がいのある人もない人も、誰もが自分らしく安

心して暮らせる街をめざして新たな条例を制定しました。

　障がいのある多くの人にとって、日常生活で必要な情報を得ること

やコミュニケーションをとることは、まだまだ困難な状況にあります。

　条例では、市と市民、事業者が協力しながら、障がいのある人の

円滑なコミュニケーションを促進していくことを定めています。

　障がいのある人の手話等コミュニケーション手段に関する施策への

ご理解とご協力をよろしくお願いします。

１．手話は言語
　　手話の普及と理解は、「手話が言語である」とい

　う認識のもと推進します。

２．障がい者の円滑なコミュニケーションの促進
　　障がいのある人がそれぞれの障がいの状態に合っ

　た手話等コミュニケーション手段を利用しやすい環

　境の整備を促進します。

背景
　手話は、ろう者＊1 にとってお互いの気持ちを理解し

合い、心豊かな社会生活を営むために大切に受け継が

れてきましたが、長い間、言語として認められず、ろ

う者は多くの不便と不安を感じながら生活してきまし

た。

　平成 23年の障害者基本法の改正において、手話が

言語として位置づけられ、手話への理解と手話を利用

しやすい環境の整備が求められています。

障がいについて
　障がいの状態は、種類や程度によって

一人ひとり違います。

　また、外見では分かりにくい障がいもあり、周りに

気づいてもらえず、困っている人もいます。

どんなコミュニケーション手段があるの？
　障がいのある人が日常生活で使用する手話等コミュ

ニケーション手段には手話、要約筆記、点字、音訳等

さまざまな方法があります。

＊１　「ろう者」とは、手話を言語として日常生活または社会生活を営む人をいう。
＊２　「コミュニケーション支援者」とは、手話通訳者、要約筆記者、点訳者、音訳者等障がい者の意志疎通の支援を行う人をいう。

環境の
整備

市主催の講演会への
手話通訳者等の配置

コミュニケーション
支援用具の充実

理解及び
普及

市職員への理解促進

地域における理解促進

教育における理解促進

支援者
の確保

コミュニケーション
支援者＊２の派遣

コミュニケーション
支援者＊２の養成

具体的な事業については、当事者等の意見を聴きながら推進します。

条例制定に伴う施策

2

自転車の種類 使用時間 使用料

電動アシスト
自転車

４時間未満 1,000円

４時間以上１日利用 1,500円

２日利用 2,250円

３日利用 3,000円

その他の自転車

１日利用 500円

２日利用 750円

３日利用 1,000円

レンタサイクル料金案内（自転車１台あたり）

陸
の
港
西
淡
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
完
成
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市政ひろば

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
に

「
郵
便
局
の
み
ま
も
り
サ
ー
ビ
ス
」

　

４
月
か
ら
市
内
の
小
中
学
校

に
入
学
す
る
子
ど
も
た
ち
を
交

通
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
南
あ

わ
じ
交
通
安
全
協
会
（
柳
本
佳

博
会
長
）
か
ら
教
育
委
員
会
に

夜
光
反
射
材
の
寄
贈
が
あ
り
ま

し
た
。

　

寄
贈
品
は
、
小
学
生
用
に

ラ
ン
ド
セ
ル
や
カ
バ
ン
に
付
け

る
こ
と
が
で
き
る
「
反
射
御
守

く
ん
」、
中
学
生
用
に
自
転
車

の
車
輪
に
付
け
る
「
サ
イ
ク
ル

リ
フ
レ
ク
タ
ー
」。
そ
れ
ぞ
れ

４
２
０
個
の
寄
贈
が
あ
り
、
各

小
中
学
校
を
通
じ
て
入
学
し
た

約
８
０
０
人
の
子
ど
も
ら
に
配

ら
れ
ま
し
た
。柳
本
会
長
は「
新

入
生
た
ち
に
事
故
が
起
き
な
い

よ
う
利
用
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

協
定
書
を
締
結
し
た
守
本
市
長（
左
）

と
日
本
郵
便
株
式
会
社
近
畿
支
社
の

矢
﨑
敏
幸
支
社
長（
右
）

浅
井
教
育
長
に
夜
光
反
射
材
寄
贈
の

目
録
を
手
渡
す
柳
本
会
長（
左
）

寄
贈
品
の
サ
イ
ク
ル
リ
フ
レ
ク
タ
ー

（
上
）と
反
射
御
守
く
ん（
下
）

交
通
安
全
協
会
か
ら
新
入
学
生
へ

夜
光
反
射
材
を
寄
贈

　

独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
増

え
る
中
、
南
あ
わ
じ
市
は
日
本

郵
便
株
式
会
社
近
畿
支
社
と
協

定
を
締
結
し
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
返
礼
品
と
し
て
「
郵
便
局
の

み
ま
も
り
サ
ー
ビ
ス
」
の
提
供

を
始
め
ま
し
た
。

　

同
サ
ー
ビ
ス
は
月
１
回
、
郵

便
局
の
社
員
が
利
用
者
宅
を
訪

ね
、
生
活
状
況
を
確
認
し
、
離

れ
て
暮
ら
す
家
族
な
ど
に
メ
ー

ル
で
報
告
す
る
と
い
う
仕
組

み
。
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
付
額

が
５
万
円
で
６
か
月
、
10
万
円

で
12
か
月
の
訪
問
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
ま
す
。

　

守
本
市
長
は
「
ふ
る
さ
と
を

離
れ
た
人
が
、
ふ
る
さ
と
と
の

関
係
を
持
ち
続
け
る
と
い
う
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
趣
旨
に
沿
っ

た
温
か
い
サ
ー
ビ
ス
に
な
る
」

と
語
り
ま
し
た
。

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン

第
２
次
男
女
共
同
参
画
計
画
を
策
定

兵
庫
県
選
挙
管
理
委
員
会
が

沼
島
地
区
自
治
会
に
感
謝
状
贈
呈

内
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に
生
か
し
た

い
」
と
抱
負
を
語
り
、
守
本
市

長
か
ら「
南
あ
わ
じ
市
に
は『
素

材
』
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、

そ
の
売
り
出
し
方
を
検
討
し
て

く
だ
さ
い
」
と
激
励
を
受
け
ま

し
た
。

　

合
計
10
人
と
な
っ
た
地
域
お

こ
し
協
力
隊
は
、
農
業
や
観
光
、

地
域
振
興
、
国
際
交
流
な
ど
の

分
野
で
活
躍
し
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
の
特
産
品
販
路

拡
大
な
ど
に
取
り
組
む
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」
の
委
嘱
状
交

付
式
を
４
月
３
日
に
行
い
、
新

隊
員
と
し
て
、
大
阪
市
か
ら
移

住
さ
れ
た
黒
川
香か
な
え苗

さ
ん
が
着

任
し
ま
し
た
。

　

交
付
式
で
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
た
黒
川
さ
ん
は
「
プ
ロ
ダ
ク

ト
デ
ザ
イ
ン
関
係
の
仕
事
を
し

て
い
た
た
め
、
そ
の
経
験
を
市

　

南
あ
わ
じ
市
役
所
で
は
、
４

月
２
日
か
ら
本
館
１
階
に
各
種

届
出
や
証
明
書
の
発
行
業
務
等

を
行
う
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
休
日
窓
口
は
日
曜
日

（
年
末
年
始
を
除
く
）
の
み
と

な
り
ま
す
が
、毎
週
木
曜
日（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
は
午

後
７
時
ま
で
窓
口
業
務
を
行
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

南
あ
わ
じ
市
は
、
第
１
次
計

画
か
ら
計
画
期
間
で
あ
る
10
年

目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
新
た

な
計
画
と
し
て
「
第
２
次
南
あ

わ
じ
市
男
女
共
同
参
画
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
男
女
共
同
参
画

を
推
進
し
、
男
女
が
と
も
に
希

望
を
持
ち
、
自
分
ら
し
く
輝
く

こ
と
の
で
き
る
ま
ち
の
実
現
を

目
指
し
て
、
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

左
か
ら
稲
山
南
あ
わ
じ
市
選
挙
管
理

委
員
会
委
員
長
、島
津
沼
島
地
区
自
治

会
長
、守
本
市
長

守
本
市
長（
左
）か
ら
委
嘱
状
を
受
け

取
る
黒
川
さ
ん（
右
）

新
た
な
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
に

委
嘱
状
を
交
付

　

昨
年
10
月
22
日
に
執
行
さ
れ

た
衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
市

議
会
議
員
選
挙
は
、
台
風
21
号

の
接
近
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
市
選
挙
管
理
委

員
会
は
沼
島
地
区
の
投
票
箱
を

送
致
で
き
な
い
と
い
っ
た
事
態

を
避
け
る
た
め
、
同
自
治
会
と

協
議
の
う
え
、
投
票
日
を
１
日

繰
り
上
げ
る
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。

　

決
定
後
、
自
治
会
で
は
全
戸

へ
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
ほ
か
、

呼
び
か
け
を
実
施
。
当
日
は
ト

ラ
ブ
ル
も
な
く
、
ま
た
高
い
投

票
率
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今

回
の
感
謝
状
贈
呈
と
な
り
ま
し

た
。

　

同
自
治
会
の
島
津
弘
会
長

（
沼
島
）
は
「
島
民
の
理
解
・

協
力
の
お
か
げ
で
上
手
く
い
っ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

総合窓口センターの開設により、市民の利便
性の向上を図ります

守本市長に計画を答申をする南あわじ市男女共同
参画計画策定委員会の片山京子委員長

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う

※
写
真
右
か
ら

【
三
原
中
学
校
１
年
】

　
山
口
翔と

き

や

輝
夜 

さ
ん

【
淡
路
三
原
高
校
３
年
】

　
森
下
　
翔
太 

さ
ん

【
淡
路
三
原
高
校
１
年
】

　
増
田
　
達
哉 

さ
ん

【
淡
路
高
校
２
年
】

　
納
　
　
基も
と
や矢 

さ
ん

　

森
下
さ
ん
は
50
㍍
・
２
０
０

㍍
の
自
由
形
、
増
田
さ
ん
は

１
０
０
㍍
・
２
０
０
㍍
・
４
０
０

㍍
の
自
由
形
、
山
口
さ
ん
は
50

㍍
・
１
０
０
㍍
・
２
０
０
㍍
の

自
由
形
に
お
い
て
、
県
予
選
大

会
で
優
勝
し
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
春
季
水
泳
競

技
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

森
下
さ
ん
は
、
Ｃ
Ｓ
グ
ル
ー

プ
の
２
０
０
㍍
自
由
形
で
決
勝

第
５
位
。
増
田
さ
ん
は
15
・

16
歳
グ
ル
ー
プ
の
２
０
０
㍍
自

由
形
で
決
勝
第
８
位
、
ま
た
、

４
０
０
㍍
自
由
形
で
は
決
勝
第

３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

納
さ
ん
は
、
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
77
㌔
級
ス
ナ
ッ
チ
・

ク
リ
ー
ン
＆
ジ
ャ
ー
ク
の
種
目

で
、
県
予
選
大
会
で
優
勝
し
、

全
国
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
競
技
選
抜
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。

水
泳
競
技

第
40
回
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
春
季
水
泳
競
技
大
会

（
３
月
27
日
～
30
日
・
東
京
都
）

ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技

第
33
回
全
国
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
抜
大

会
（
３
月
24
日
～
27
日
・
石
川
県
）



所
長　

廣
内
繁
一

施
設
整
備
室
長

　
　
　

堀　

祥
夫

職
員　

三
宅
哲
也

福
岡　

武
、
出
田
美
由
紀

廣
瀬
成
史

原
口
久
司（
再
短
）

向
井　

聡

【
福
祉
課
】

課
長　

齋
藤
浩
二

職
員　

吉
原
千
佳

金
山
知
史
、
濱
田
善
子

佐
藤
秀
明
、
前
川
恵
理

仲
野
裕
恵
、
西
川
純
歩

山
下
智
沙
、
肥
田
理
江

久
保
佑
樹
、
大
濱　

恵

橋
本
知
佳

【
子
育
て
ゆ
め
る
ん
課
】

課
長　

西
岡
義
文

職
員　

坂
田
真
由
美

井
戸
麻
理
子
、
酒
部
美
里

山
本
高
広
、
前
川
恭
範

豊
田
章
裕

藤
岡
崇
文（
再
）

辛
川　

文
、
伊
吹
美
喜
子

宮
本
史
加

【
子
育
て
ゆ
め
る
ん
課
付
】

前
田
美
悠
紀
、
大
川
美
穂

山
本
早
貴

【
長
寿
・
保
険
課
】

課
長　

森
山
雅
生

職
員　

岡
本
良
次

澤
田
真
紀
、
河
辺
史
子

原
坂
泰
子
、
真
野
匡
史

譽
田
志
緒
理
、
井
上
美
奈
子

稲
本
順
也
、
安
部
こ
ず
恵

細
川
智
佳
子
、
榎
本
小
百
合

豊
田
千
和
、
居
内
昭
人

濵
口
知
明
、
里
村
友
理
子

【
財
務
課
】

課
長　

田
村
智
巨

職
員　

小
松
律
子

原
坂
浩
司
、
森
崎
研
一

富
山
明
宏
、
榎
勢
美
和

丸
永
剛
之
、
川
口
智
弘

安
冨
哲
啓
、
碇　

真
紀

内
山
賢
一
、
仲
野
隆
行

大
亦
宏
明

【
広
報
情
報
課
】

課
長　

木
田
博
仁

職
員　

馬
野　

徹

奥
田
泰
大
、
赤
井
達
弘

山
野
絵
美
、
前
野
洋
司

土
居
正
典
、
中
野
尚
美

辻
西　

敦
、
増
田
賢
司

白
川
幸
正
、
中
川
達
也

勢
戸
理
恵
、
山
本
沙
也
香

砂
川
貴
弘
、
坂
本
大
樹

【
ふ
る
さ
と
創
生
課
】

課
長　

栄
井
賢
次

職
員　

中
尾
あ
か
ね

秦　

伸
行
、
榎
勢
陽
一

濵
田
直
人
、
善
甫
忠
昭

近
江
佐
栄
子
、
細
川
隆
弘

清
水
麻
貴
、
阿
在
祐
輔

西
野
実
希

【
う
ず
し
お
世
界
遺
産

推
進
課
】

課
長
（
栄
井
ふ
る
さ
と

創
生
課
長
兼
務
）

【
市
民
協
働
課
】

課
長
兼
沼
島
出
張
所
長

兼
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

所
長　

中
嶋
宏
昭

職
員　

中
村
紀
美

川
上
佐
永
子
、
原
口　

涼

雨
堤
知
世
、
露
本
和
也

森
崎
ひ
と
み
、
楠
原
靖
人

議
会
事
務
局

事
務
局
長
（
副
部
長
）

　
　
　

前 

田　

秀 

美

【
議
会
事
務
局
】

課
長　

船
本
有
美

職
員　

田
坂
千
佐
美

佐
々
木
友
美
、
川
添
卓
也

大
原
圭
史

総
務
企
画
部

部
長　

垣　
　

光 

弘

部
長
（
企
画
担
当
）

　
　
　

青 

島  

一  

路

【
総
務
課
】

課
長　

井
上
拓
也

秘
書
室
長

　
　
　

佃　

信
夫（
再
）

職
員　

松
本
奈
生
子

野
田
憲
範
、
谷
口
直
美

西
中
衣
里
子
、
前
川
倫
章

大
上
聡
美
、
榎
本
裕
文

森
浦
勇
人
、
山
本
克
己

前
川
知
住
、
安
藤
僚
香

山
口
明
宏

【
総
務
課
付
】

村
本
み
ゆ
き
、
秦　

優
子

小
川
浩
子
、
山
形
恭
子

辻
村
智
子
、
河
野
沙
織

森
下
亜
紀
子
、
野
上
典
子

武
田
知
香
、
谷
口
香
織

河
尻
春
奈
、
土
居
久
代

増
田
由
菜

市
職
員
の
配
置

増
井
一
馬

危
機
管
理
部

部
長　

北 

口　
　

力

【
危
機
管
理
課
】

課
長　

古
林
智
宏

職
員　

長
谷
川
亮
治

船
越
直
子
、
前
田
直
樹

野
上
恒
史
、
吉
田
知
子

彦
坂
和
宏
、
奈
良
雄
規

河
尻
将
登
、
島
田
智
章

川
上
友
輔
、
赤
坂
俊
彰

市
民
福
祉
部

部
長　

山 

崎　

稔 

弘

副
部
長
（
福
祉
担
当
）

　
　
　

児 

玉　

裕 

仁

【
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
】

課
長　

西
庄　

登

職
員　

松
下
章
二

山
家
光
泰
、
土
居
真
夕

長
濱
美
海
子
、
髙
瀬
真
弓

上
野
百
恵
、
上
田
千
春

井
筒
あ
ゆ
み
、
原
田
恭
宏

榎
本
寛
子
、
河
崎
裕
美

西
久
保
絵
理
、
久
保
友
紀
子

谷
口
裕
佳
、
坂
本
奈
津
実

長
谷
佑
愛

【
税
務
課
】

課
長　

松
山　

勤

職
員　

島
田
美
穂

本
田
和
也
、
澤
田
晋
吾

森
花
愛
子
、
坂
本
温
代

庄
田
光
男
、
古
川
祥
司

谷
口
太
輔
、
東　

智
美

坂
本
真
望
、
入
谷
恵
祐

斉
藤
浩
平
、
増
田
さ
き

松
﨑
宏
美
、
澤
田
若
菜

竹
内
ま
り
の
、
笹
山
幸
来

【
環
境
課
】

課
長
兼
衛
生
セ
ン
タ
ー

入
谷
和
佳
、
阿
部
沙
織

眞
野　

瑞
、
村
上
奈
々

柏
木
綾
乃

【
長
寿
・
保
険
課
付
】

小
島
朋
代

【
健
康
課
】

課
長　

赤
松
裕
子

職
員　

河
井
美
和

位
高
千
秋
、
山
口
江
美

西
谷
由
佳
、
荒
木
柳
子

内
原
孝
美
、
小
林
有
美

真
野
多
江
、
瓶
井
彰
人

汐
後
佳
世
子
、
玉
久
保
友
里

樫
野
尚
子
、
古
池
美
穂

曽
根
英
次
、
川
上
幸
恵

野
口
恵
利
奈
、
松
崎
彩
加

産
業
建
設
部

部
長　

喜 

田　

憲 

和

副
部
長
（
産
業
担
当
）

　
　
　

榎 

本　

輝 

夫

副
部
長
（
建
設
担
当
）

　
　
　

河 

井　

達 

雄

【
商
工
観
光
課
】

課
長　

川
上
洋
介

観
光
交
流
・
施
設
室
長

　
　
　

山
形
さ
ゆ
り

職
員　

西
岡
雅
樹

東　

和
幸
、
千
川
佳
奈

佐
々
木
祐
輔

福
原
敬
二（
再
）

前
川
正
英
、
並
木
慶
彰

武
市
知
也
、
林
め
ぐ
み

福
原
真
里
奈

【
農
林
振
興
課
】

課
長　

濱
田
成
章

職
員　

児
玉
光
男

近
藤
ひ
か
り
、
杉
本
年
美

原　

匡
宏
、
柴
田
泰
子

藤
田
隆
翁
、
田
村
文
明

濟
藤
貴
志
、
宮
本
勇
輝

前
田　

亮

山
本
嘉
朗（
再
短
）

永
樂
大
樹
、
箕
浦
彰
子

田
中
哲
平
、
原
田
智
世

【
食
の
拠
点
推
進
課
】

課
長
（
濱
田
農
林
振
興

課
長
兼
務
）

職
員　

土
井
孝
行

【
水
産
振
興
課
】

課
長　

加
野
泰
生

職
員　

助
嶋　

透

磯
見
俊
仁
、
木
場
大
登

【
農
地
整
備
課
】

課
長　

和
田
昌
治

職
員　

安
田
文
子

土
井　

勤
、
前
田
有
治

東
根
崇
弘
、
高
野
晴
充

前
川
祥
一
、
深
川
雄
次

萩
山
能
宏
、
川
添
雅
弘

土
居
祐
介
、
榎
本
孝
太
郎

小
西
琢
也
、
須
方
駿
介

沖　

冴
紀

【
建
設
課
】

課
長　

仲
山
和
史

職
員　

船
木
茂
浩

福
田
晃
久
、
新
地
重
幸

村
上
雅
文
、
山
崎
千
和
紀

清
水
信
彰
、
森　

正
和

小
林
智
幸
、
安
田
由
美

堀
川
昌
志
、
橋
本
正
人

大
濵　

貢
、
興
津
佑
治

中
川
世
理
奈
、
増
田
敦
大

児
玉
佳
祐
、
塩
田
祐
子

姥
谷
和
彦

【
下
水
道
課
】

課
長　

倉
本
雅
文

職
員　

白
瀬
由
美

生
田
ひ
か
る
、
上
田
一
路

郷　

佳
広
、
北
井
一
也

高
田
智
之
、
岩
倉
ゆ
か
り

古
川
実
香
、
中
谷　

晃

榎
本
康
孝
、
岡
内
優
貴

村
上
遥
南

【
会
計
課
】

会
計
管
理
者（
副
部
長
）

兼
会
計
課
長

　
　
　

静 

永　

峯 

雄

職
員　

堀
田
好
美

郷
野
仁
史
、
真
野
律
子

福
井
真
美
、
大
西
重
三
子

西
村
竜
也

教
育
委
員
会

教
育
次
長
（
部
長
）

　
　
　

山 

見　

嘉 

啓

【
教
育
総
務
課
】

課
長　

中
村
尚
之

職
員　

板
野
あ
ゆ
美

興
津
武
秀
、
角
所
亮
史

池
本
達
哉
、
新
地
美
里

榎
本
良
一
、
山
口
実
富
雄

【
教
育
総
務
課
付
】

裏
川
知
宏

【
学
校
教
育
課
】

課
長　

山
川
直
樹

職
員　

木
場
直
子

上
原　

泉
、
宮
内　

博

奥
野
大
輔
、
居
神
さ
ゆ
り

前
谷
光
宣
、
松
本
潤
子

藤
本
和
宏（
再
短
）

【
社
会
教
育
課
】

課
長　

福
田
龍
八

職
員　

印
部
泰
男

名
尾
卓
人
、
興
津
洋
佑

渡
辺
美
男（
再
）

岡
田
明
日
美

【
体
育
青
少
年
課
】

課
長　

原
口
言
美

市

長

　
　

守　

本　

憲　

弘

副
市
長

　
　

馬　

部　

総
一
郎

教
育
長

　
　

浅　

井　

伸　

行

職
員　

西
岡
幸
子

秀　

充
浩
、
柏
木
映
理
子

藤
本
佳
幸
、
喜
田
啓
義

冨
山
裕
貴
、
居
内
裕
樹

選
挙
管
理
委
員
会

【
事
務
局
】

書
記
長　

佐
藤
佳
史

書
記
次
長　

榎
本　

新

　
　
　
　
　

廣
瀬
ち
さ

書
記　

江
本
大
志

監
査
委
員
・
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会

【
事
務
局
】

事
務
局
長
（
課
長
）（
佐

藤
選
挙
管
理
委
員
会
書

記
長
兼
務
）

職
員
（
選
挙
管
理
委
員

会
榎
本
・
廣
瀬
・
江
本

兼
務
）

農
業
委
員
会

【
事
務
局
】

事
務
局
長
（
課
長
）

　
　
　

稲
本
幸
児

職
員　

船
本
武
身

椚
田
華
緒
理
、
孝
田　

歩

出
　
先
　
機
　
関

【
沼
島
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
（
沼
島
出
張
所

沼
島
地
区
公
民
館
）】

職
員　

浦
﨑
基
代

小
田
敏
文

【
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

所
長
（
中
嶋
市
民
協
働

課
長
兼
務
）

職
員

高
木
勝
啓
（
再
短
）

【
衛
生
セ
ン
タ
ー
】

所
長
（
廣
内
環
境
課
長

兼
務
）

職
員　

山
田
雅
文

別
所
正
俊
、
東　

大
輔

喜
田
雅
史（
再
）

【
火
葬
場
】

職
員　

菊
川
政
次

佐
藤
譲
二

【
広
田
保
育
園
】

所
長　

本
田　

睦

職
員　

鯉
森
あ
ず
さ

藤
本
裕
美
、
田
口
益
代

秋
田
昌
代

吉
田
明
代（
再
短
）

波
戸
樹
里
、
川
上
千
裕

奥
田
夢
加
、
原
田
知
江

【
倭
文
保
育
園
】

所
長　

田
村
佐
代
子

職
員　

川
崎
貴
子

喜
田
さ
つ
き

山
口
順
子（
再
短
）

白
瀬
奈
央

【
榎
列
保
育
所
】

所
長　

石
井
真
由
美

職
員　

田
中
利
佳

上
田
千
加
、
小
池
こ
こ
ろ

榎
本
ひ
と
み（
再
）

深
川
紗
知
代
、
森
高
愛
弓

【
八
木
保
育
所
】

所
長　

森
本
美
代
子

職
員　

森
い
つ
み

西　

明
子
、
松
野
紗
希

奥
村
里
奈
、
雨
堤
裕
子

【
市
保
育
所
】

所
長　

藤
本
純
子

職
員　

山
﨑
あ
け
み

池
尻
真
希
、
藤
井
奈
美

砂
尾
珠
美

石
上
京
子（
再
短
）

新
岡
亜
耶
華
、
柴
折
春
奈

森　

愛
華

【
神
代
保
育
所
】

所
長　

山
口
由
加
子

職
員　

山
崎
育
子

角
所
ゆ
か
り
、
佐
藤　

航

山
﨑　

泉（
再
）

北
川
の
ぞ
み

【
志
知
保
育
所
】

所
長　

藤
江
朝
子

職
員　

森
下
さ
お
り

田
村
恵
奈

海
部
美
文（
再
短
）

【
賀
集
保
育
所
】

所
長　

山
口
美
保
子

職
員　

欅
田
由
香

川
原
裕
美
子

中
川
照
己（
再
短
）

林　

眞
輝
、
椿
野
有
唯

【
北
阿
万
保
育
所
】

所
長　

宗
田
幸
恵

職
員　

谷
田
リ
カ

片
山
明
子（
再
短
）

河
井
久
代（
再
短
）

土
居
美
帆
、
近
藤
知
加
子

【
阿
万
保
育
所
】

所
長　

奥
村
裕
子

職
員　

白
瀬
美
和

西
尾
美
由
紀
、
向
登
志
光

高
松
律
子（
再
短
）

川
淵　

唯

【
伊
加
利
こ
ど
も
園
】

園
長　

久
井
和
美

職
員　

奥
野
み
の
り

西
野
敦
子（
再
短
）

櫻
井
梨
央
、
森
本
明
日
香

【
湊
幼
稚
園
】

園
長　

太
田
千
香
子

職
員　

沖　

香

落
合
有
寿
加

【
津
井
幼
稚
園
】

園
長　

中
田
叶
江

職
員　

岡
本
佳
子

入
谷
真
由

【
志
知
幼
稚
園
】

園
長　

南　

雅
子

職
員　

向　

洋
美

田
浦
新
太
郎

勘
如
京
子（
再
短
）

【
児
童
館
】

館
長
（
西
岡
子
育
て
ゆ

め
る
ん
課
長
兼
務
）

職
員　

松
本
典
浩（
再
）

【
阿
那
賀
診
療
所
・
伊

加
利
診
療
所
】

所
長　

大
鐘
稔
彦（
嘱
）

職
員　

齋
藤
美
穂

【
灘
診
療
所
】

所
長　

宮
﨑
美
枝（
嘱
）

職
員　

北
川
和
美

【
沼
島
診
療
所
】

所
長　

横
山
龍
治

職
員　

川
口
明
代

【
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
】

所
長

井
本
浩
嗣
（
再
短
）

【
若
人
の
広
場
公
園
管

理
事
務
所
】

職
員

阿
部
員
久
（
再
短
）

大
谷
武
司
（
再
短
）

【
中
央
公
民
館
】

館
長　

森
崎
重
夫

職
員　

古
川
浩
司

阿
萬
野
真
司
、
奥
野
祥
子

大
西
隆
光
、
小
丸
明
子

【
給
食
セ
ン
タ
ー
】

所
長　

島　

誠

職
員　

岡
本
未
喜
子

原　

雅
世
、
山
本
八
千
代

島
田
幸
嗣
、
喜
多
し
げ
み

平
山　

晃
、
玉
久
保
透

田
浦
丈
二
、
木
田
和
秀

島
く
に
う
み
協
会
】

職
員　

三
谷
香
名

【
独
立
行
政
法
人
国
立
淡

路
青
少
年
交
流
の
家
】

職
員　

田
中
か
お
り

【
公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
ま

ち
づ
く
り
技
術
セ
ン
タ
ー
】

職
員　

魚
谷
英
生

【
南
三
陸
町
災
害
復
興

支
援
派
遣
】

職
員　

原
田
高
行

【
兵
庫
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
】

職
員　

八
木
瑞
季

【
南
あ
わ
じ
市
退
職
者
】

平
成
30
年
3
月
31
日
付

退
職
者
は
次
の
通
り
。

佃　

信
夫
、
堤　

省
司

藤
岡
崇
文
、
赤
松
啓
二

原
口
久
司
、
塔
下
佳
里

福
原
敬
二
、
松
本
典
浩

藤
本
和
宏
、
土
肥
一
二

榎
本
暉
重
、
樫
本
昌
明

堀
井
正
弘
、
玉
久
保
博
和

坂
本　

均
、
細
川
美
奈

垣
貴
美
子
、
塙　

英
明

大
瀬
滝
実
子
、
榎
本
ひ
と
み

吉
田
明
代
、
山
﨑　

泉

松
本
恒
子
、
吉
田
美
智
子

渡
辺
美
男
、
橋
本
里
美

上
田
千
代
美
、
長
尾
ま
ゆ
み

喜
田
雅
史
、
本
庄
淳
子

稲
山
絵
美

《
組
織
の
改
編
》

　

組
織
機
構
を
見
直
し
、

９
部
を
５
部
に
、
29
課
を

27
課
に
統
合
。
ま
た
、「
総

合
窓
口
セ
ン
タ
ー
」
を

設
置
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

工
務
課
長　

以
頭
和
之

南
あ
わ
じ
市
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
長
（
課
長
）

　
　
　

谷
口
伸
治

職
員　

田
中
章
次

野
尻
智
康
、
原
田
弥
生

柏
木
真
樹
、
的
崎
義
彦

仲
田
充
穂
、
谷
本
尚
之

一
井
奈
美
、
浦
﨑
健
次

児
嶋
勇
典
、
雨
堤
剛
史

【
淡
路
広
域
行
政
事
務
組
合
】

課
長　

三
明
耕
司

【
淡
路
広
域
消
防
事
務
組
合
】

職
員　

徳
田　

剛

【
洲
本
市
南
あ
わ
じ
市

衛
生
事
務
組
合
】

職
員　

藤
本
龍
也

天
羽
達
也
、
野
上
尚
義

【
兵
庫
県
企
画
県
民
部
災

害
対
策
局
災
害
対
策
課
】

主
幹
（
課
長
）

　
　
　

阿
部
志
郎

【
兵
庫
県
企
画
県
民
部
企

画
財
政
局
市
町
振
興
課
】

職
員　

神
代
将
史

【
淡
路
県
民
局
県
民
交

流
室
未
来
島
推
進
課
】

職
員　

久
留
米
三
四
郎

【
淡
路
県
民
局
県
民
交
流
室

（「
鳴
門
の
渦
潮
」
世
界
遺
産

登
録
推
進
協
議
会
事
務
局
）】

職
員　

大
原
有
香

【
淡
路
県
民
局
洲
本
土

木
事
務
所
】

職
員　

中
谷
勇
太

【
淡
路
県
民
局
洲
本
土

地
改
良
事
務
所
】

職
員　

粂
川
義
雅

岡
本
直
樹

【
一
般
財
団
法
人
淡
路

山
口
英
明

【
三
原
中
学
校
】

職
員　

本
庄
淳
子（
再
）

【
南
淡
中
学
校
】

職
員　

斉
藤　

薫

【
市
立
図
書
館
】

館
長
（
福
田
社
会
教
育

課
長
兼
務
）

職
員　

澤
田
浩
明

釣
島
章
継
、
興
津
育
子

【
玉
青
館
】

館
長
（
福
田
社
会
教
育

課
長
兼
務
）

職
員　

福
岡
侑
子

【
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所
】

所
長
（
福
田
社
会
教
育

課
長
兼
務
）

職
員　

山
崎
裕
司

定
松
佳
重
、
坂
口
弘
貢

的
崎　

薫

【
働
く
婦
人
の
家
】

館
長
（
福
田
社
会
教
育

課
長
兼
務
）

職
員　

垣
貴
美
子（
再
）

【
三
原
健
康
広
場
】

所
長
（
原
口
体
育
青
少

年
課
長
兼
務
）

職
員　

坂
本
和
哉

【
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
】

所
長
（
課
長
）

　
　
　

永
田
加
織

【
文
化
体
育
館
】

館
長
（
原
口
体
育
青
少

年
課
長
兼
務
）

職
員　

中
野
富
美
子

江
本
典
隆

派
遣
職
員
等

【
経
済
産
業
省
】

職
員　

林　

誠

【
淡
路
広
域
水
道
企
業
団
】
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近こ
ん
ど
う藤
知ち

か

こ

加
子
（
保
育
）

北
阿
万
保
育
所

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
に
寄

り
添
い
、
未
来
に
つ
な
げ
る

保
育
を
目
指
し
ま
す

居い
う
ち内

　
裕ひ
ろ
き樹

（
一
般
）

体
育
青
少
年
課

学
ぶ
心
を
忘
れ
ず
、
誰
か
ら

も
信
頼
さ
れ
る
よ
う
に
努
力

し
ま
す

村む
ら
か
み上

　
遥は
る
な南

（
一
般
）

下
水
道
課

南
あ
わ
じ
市
の
発
展
に
貢
献

で
き
る
よ
う
一
生
懸
命
努
力

し
ま
す

塩し
お
た田

　
祐ゆ
う
こ子

（
一
般
）

建
設
課

市
民
の
方
々
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
真
面
目
さ
を
活
か
し

て
頑
張
り
ま
す

白し
ら
せ瀬

　
奈な

お央
（
保
育
）

倭
文
保
育
園

安
心
し
て
預
け
ら
れ
る
保
育

士
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す

沖お
き

　
　
冴さ
え
き紀

（
一
般
）

農
地
整
備
課

生
ま
れ
育
っ
た
南
あ
わ
じ
市

に
恩
返
し
で
き
る
よ
う
、
精

進
し
て
参
り
ま
す

児こ
だ
ま玉

　
佳け
い
す
け祐

（
一
般
）

建
設
課

早
く
仕
事
を
覚
え
て
、
市
民

の
皆
様
の
力
に
な
れ
る
よ
う

努
力
し
ま
す

宮み
や
も
と本

　
史ふ
み
か加

（
一
般
）

子
育
て
ゆ
め
る
ん
課

素
直
さ
と
誠
実
さ
を
大
切

に
、
信
頼
さ
れ
る
職
員
を
目

指
し
ま
す

川か
わ
ぶ
ち淵

　
　
唯ゆ
い

（
保
育
）

阿
万
保
育
所

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
と

向
き
合
い
、
ま
ご
こ
ろ
を
込

め
て
保
育
し
ま
す

川か
わ
ぶ
ち淵

　
　
唯ゆ
い

（
保
育
）

阿
万
保
育
所

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
と

向
き
合
い
、
ま
ご
こ
ろ
を
込

め
て
保
育
し
ま
す

椿つ
ば
き
の野

　
有ゆ

い唯
（
保
育
）

賀
集
保
育
所

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
楽

し
く
過
ご
せ
る
よ
う
一
生
懸

命
頑
張
り
ま
す

松ま
つ
ざ
き崎

　
彩あ
や
か加

（
一
般
）

健
康
課

市
民
の
皆
様
に
信
頼
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
精
一
杯
頑
張

り
ま
す

久く

ぼ保
　
佑ゆ
う
き樹

（
一
般
）

福
祉
課

笑
顔
を
大
切
に
、
向
上
心
を

忘
れ
ず
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す

北き
た
が
わ川
の
ぞ
み
（
保
育
）

神
代
保
育
所

「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が

い
っ
ぱ
い
の
南
あ
わ
じ
市
」

を
目
標
に
頑
張
り
ま
す

深ふ
か
が
わ川
紗さ

ち

よ
知
代
（
保
育
）

榎
列
保
育
所

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
を
大
切

に
し
、
笑
顔
で
毎
日
を
送
れ

る
よ
う
頑
張
り
ま
す

安あ
ん
ど
う藤

　
僚と
も
か香

（
一
般
）

総
務
課

皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

赤あ
か
さ
か坂

　
俊と
し
あ
き彰

（
一
般
）

危
機
管
理
課

市
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め

に
、日
々
自
己
研
鑽
に
努
め
、

職
務
に
注
力
し
ま
す

岡お
か
も
と本

　
佳よ

し

こ子
（
幼
稚
園
）

津
井
幼
稚
園

人
と
の
出
会
い
に
感
謝
し
、

何
事
も
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

柴し
ば
お
り折

　
春は
る
な奈

（
保
育
）

市
保
育
所

毎
日
、
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔

で
過
ご
せ
る
よ
う
な
保
育
を

目
指
し
ま
す

笹さ
さ
や
ま山

　
幸た
つ
き来

（
一
般
）

税
務
課

職
務
に
励
み
、
市
民
の
方
々

の
た
め
に
な
る
よ
う
に
努
め

た
い
と
思
い
ま
す

田た
な
か中

　
哲て
っ
ぺ
い平

（
一
般
）

農
林
振
興
課

島
外
出
身
で
す
が
、
南
あ
わ

じ
市
の
た
め
に
尽
く
し
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す

松ま

つ

の野
　
紗さ

き希
（
保
育
）

八
木
保
育
所

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
過
ご

し
、
安
心
し
て
預
け
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
邁
進
し
ま
す

川か
わ
か
み上

　
千ち
ひ
ろ裕

（
保
育
）

広
田
保
育
園

市
民
の
皆
様
の
笑
顔
が
見
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

波は

と戸
　
樹じ
ゅ
り里

（
保
育
）

広
田
保
育
園

日
々
、
子
ど
も
た
ち
に
寄
り

添
い
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
保

育
を
目
指
し
ま
す

※
一
般
＝
一
般
行
政
職
、
保
育
＝
保
育
士

　
幼
稚
園
＝
幼
稚
園
教
諭
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679

565

1,244 1,251 1,234
1,172

1,115

過去５年の滞納累積額
1,400

（百万円）

H24年度

680

571

H25年度

662

572

H26年度

624

548

H27年度

599

516

H28年度

国保税

1,200

1,000

800

600

400

200

0

市税

（凡例）

　今回は、ちょっと硬いのですが、税金徴収のお話をさせ
ていただきます。
　南あわじ市の平成30年度一般会計予算の歳入267億
円の内、市民税や固定資産税などの税収は56.6 億円で、
国や県から移転される金額（依存財源）を除く自主財源の
大部分を占めています。これらの財源を基に、福祉や教育、
土木、衛生など大切な事業を行います。また、国民健康保
険税の歳入15.6億円は、医療費を賄う大切な財源です。
　私が着任した28年度の終わり、過去の累積滞納分を
含めた租税の徴収率は86％で、県内でも低位でした。こ
うしたことは、貴重な財源の減少を意味することはもちろん、
市民の不公平感にもつながります。徴税の徹底は市政の基
盤です。
　滞っている税を減らすには、事案に応じたきめ細かい対
応のためのノウハウや経験が必要です。このため、近年、
兵庫県からの特別対策チームの派遣により、軽易な案件か
ら、困難・高額な案件まで、細部にわたって助言を受け徴
税の推進に努めています。加えて、29年度からは税務経
験豊かな県の元職員を講師として、研修会を行い職員の
資質の向上を進めています。
　市の税務課は、納付いただいた税金の消し込みや過誤
納による還付、口座振替の手続き、月ごとの分納を選択さ

れる方への納付書の送付等の事務処理に正確を期すこと
に加え、納付促進のための段階的な対応を行っています。
　具体的には、納付が遅れている方に、督促状や催告書
の送付、電話催告等により自主納付を促します。それでも
納付が進まない場合には、差押事前通知書の送付、呼び
出し状の送付という手続きを経て、生活実態に応じ、やむ
を得ないと判断した場合には、分納などの方策を協議しま
す。それでも納付に至らない場合には、法律に基づく財産
調査を経て差押を実施、取立や換価により滞納分に充当し
ます。こうした作業を継続的に行った結果、29年度の差
押件数は275件、取立・換価による滞納分への充当金額
は1,500 万円となり、件数、金額ともに前年度から大きく
増加しました。
　滞納額を減らしていくためには、当年度に課された税を
年度内に納付いただくことが一番の近道です。29年度の
当年度分における徴収率は、前年度の97％から若干です
が上昇する見込みで、過年度分を含めた徴収率も上昇す
ることが期待できます。
　しかしながら、過去からの滞納の累積額は、25年度の
12.5 億円から減少傾向とはいうものの、未だ10億円余り
残っている状態です。今後も、この削減に向け努力し、公
正な市政の実現に努めていきたいと思います。

南あわじ市長 守本 憲弘

税金徴収のお話

入学宣誓式
　４月３日 (火 )、吉備

国際大学高梁キャンパ

ス ( 岡山県高梁市 ) で

入学宣誓式が行われま

した。学部生 50 名、

大学院生2名が新たに

本学の門をくぐりました。学生は笑顔でやる気に満ち溢れ

ており、南あわじ志知キャンパスに新しい風を吹かせてく

れることを期待しています。

キャンパス見学会 (※要申込 )

　進化した吉備国際大学南あわじ志知キャンパスを見

に来ませんか？

　醸造学科の新校舎をはじめ、植物工場の見学もありま

す。駐車場も多数ありますので、高校生はもちろん、地

域の方の参加も大歓迎です。

●日時　５月 20日 ( 日 ) 午後１時 30分～４時
●内容　学科説明、施設見学、個別相談、AO面談ほか
●申込　順正学園入試広報室☎ 0120-25-9944
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お知らせ

松井開発運輸株式会社
「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

検 索

～  新しい夢の『はじまり』を創るために  ～

　

市
の
業
務
を
補
完
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
次
の
業
務
に
つ
い

て
嘱
託
・
臨
時
職
員
を
募
集
し

ま
す
。

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書

に
写
真
を
貼
り
、
必
要
事
項

及
び
希
望
業
務
を
記
入
の
う

え
、
運
転
免
許
証
な
ど
資
格

証
の
写
し
を
添
付
し
、
担
当

課
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付
締
切　

❷
❸
５
月
18
日

（
金
）
❹
❺
５
月
11
日
（
金
）。

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
ま
で
の
平
日
の
み
。
❶

❻
随
時
募
集

選
考
方
法　

面
接
試
験
（
申
込

多
数
の
場
合
は
書
類
選
考
の

後
、
面
接
試
験
を
実
施
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
）

試
験
日  

申
込
者
に
は
担
当
課

よ
り
後
日
連
絡
し
ま
す
。

申
込
先　

６
５
６
‐
０
４
９
２

南
あ
わ
じ
市
市
善
光
寺
22
‐

１
南
あ
わ
じ
市
役
所
●
●

課
。
❹
の
み
〒
６
５
６
‐

０
５
３
４
南
あ
わ
じ
市
北
阿

万
筒
井
１
５
０
９
‐
１
南
あ

わ
じ
市
文
化
体
育
館
。

※
「
●
●
」
に
は
担
当
課
名
を

ご
記
入
く
だ
さ
い

担当課 人数 業務内容 賃金 勤務時間 申込要件等

　❶総務課

☎ 43-5001
若干名

土曜・祝日にか
かる市役所日直
業務

時給
1,000 円
3

土曜日、祝日の午前 8 時 30 分
～午後 5 時 15 分

（月 2 回程度、要相談）

・高校卒業以上 
・普通自動車運転免許

　❷子育て
ゆめるん課

☎ 43-5219
若干名

市立保育所（園）
での保育業務

時給
1,100 円
1 ※条件あり

平日３～５日勤務で午前８時～午後
６時のうち３～７時間

・保育士資格
・普通自動車運転免許

　❸子育て
ゆめるん課

☎ 43-5219
若干名

市立保育所（園）
での延長保育業
務

時給
1,100 円～
2

平日 5 日勤務で午前 7 時～午前 10
時（市・神代保育所のみ）、午後４時
～午後 6 時、午後４時～午後 7 時（市・
神代保育所のみ）

・保育士資格または子育て経験があ
　り、保育業務に興味がある人
・普通自動車運転免許

❹文化体育館

☎ 50-5077
１名

体育館施設管理
運営

月額
154,000 円
1

午前８時 30 分～午後９時のうち７
時間 30 分（週５日シフト制）

・普通自動車運転免許
・簡単なＰＣ操作ができる人
・任用期間は、６月１日～平成 31
　年３月 31 日

❺体育青少年課

☎ 43-5234
１名

Ｂ＆Ｇ海洋セン
ター艇庫勤務で、
海洋スポーツ教
室の指導補助

時給
９00 円
2

6 月～ 9 月で教育委員会が指定す
る日（変則勤務）の午前 8 時 30
分～午後 5 時 15 分

・小型二級船舶免許
・簡単なＰＣ操作ができる人

❻商工観光課

☎ 43-5221
１名 観光業務、イベ

ント運営補助

時給
９00 円
1

午前９時～午後５時（休憩昼１時間）。
７、８月はシフト制により土日も勤務。

（原則平日勤務）

・普通自動車運転免許
・簡単なＰＣ操作ができる人

注１

注１）1 社会保険・雇用保険・労災保険等あり、2 労災保険あり、3 非常勤公務災害補償保険あり 
※月額の職種は賞与あり（ただし職種によっては年齢制限があります）

嘱託・臨時職員の募集お知
らせ （申込・お問合せ先）問各担当課

都市計画汚物処理場（下水放流施設）
都市計画の案に関する公聴会 問建設課☎ 43-5226

案内

　
「
都
市
計
画
汚
物
処
理
場（
下

水
放
流
施
設
）」
の
都
市
計
画

の
案
に
つ
い
て
、
住
民
の
み
な

さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
す
る
公

聴
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
都

市
計
画
案
の
閲
覧
な
ら
び
に
意

見
を
述
べ
た
い
人
の
申
出
（
公

述
申
出
）
の
受
け
付
け
を
行
い

ま
す
。

　
都
市
計
画
案
の
閲
覧

▽
閲
覧
期
間　

５
月
１
日
（
火
）

　

～
15
日
（
火
）

▽
閲
覧
場
所　

建
設
課
（
平
日

の
開
庁
時
間
の
み
）

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧

で
き
ま
す

　
公
聴
会
の
開
催

　

公
聴
会
と
は
、
都
市
計
画
の

案
を
作
成
す
る
際
に
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
、
公
開
の
場
で
意
見
を
述

べ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

都
市
計
画
の
案
に
つ
い
て
意

見
を
述
べ
た
い
人
は
公
述
申
出

を
申
出
期
限
内
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
日
時　

５
月
24
日
（
木
）

　

午
前
10
時
～

▽
会
場　

市
役
所
本
館
３
階　

　

３
０
４
・
３
０
５
会
議
室

▽
申
出
期
間　

５
月
１
日（
火
）

～
15
日
（
火
）

※
当
日
消
印
有
効

▽
公
述
申
出
の
提
出
方
法　

建

設
課
へ
所
定
の
様
式
で
郵

送
（
〒
６
５
６
‐
０
４
９
２

南
あ
わ
じ
市
市
善
光
寺
22

番
地
１
）
ま
た
は
持
参
。

▽
そ
の
他　

❶
公
述
申
出
が
な
い
場
合
は
中

止
と
な
り
ま
す
。
中
止
の

場
合
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も

に
、
公
聴
会
当
日
の
会
場
入

り
口
に
中
止
の
掲
示
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

❷
公
述
申
出
の
様
式
は
建
設
課

も
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

❸
公
述
時
間
は
一
人
当
た
り
15

分
以
内
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
た
だ
し
、
公
述
人
が

多
数
に
な
っ
た
場
合
、
一
人

あ
た
り
の
公
述
時
間
を
５
分

以
内
に
制
限
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
公
聴
会
の
傍
聴

　

当
日
、
会
場
に
直
接
お
越
し

く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
希
望
者

多
数
の
場
合
は
人
数
制
限
（
先

着
順
）
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予
め
ご

了
承
願
い
ま
す
。

　

公
聴
会
に
先
立
ち
、
市
内
全

域
を
対
象
に
都
市
計
画
汚
物
処

理
場
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、
準
備
の
都
合
上
、
事

前
申
込
制
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
申
込
期
限
ま
で
に
、

電
話
ま
た
は
任
意
の
書
面
等
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽ 

日
時　

５
月
10
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～

▽ 

会
場　

広
田
地
区
公
民
館
ホ

ー
ル

▽
申
込
期
限　

５
月
９
日
（
水
）

午
後
５
時
15
分

※
事
前
申
込
が
な
い
場
合
は
、

中
止
い
た
し
ま
す

（申込先）問環境課☎ 43-5214F43-5314

案内
都市計画汚物処理場

（下水放流施設）説明会

都市計画汚物処理場（下水放流施設）
【都市計画案の概要】

名　　称 １号　下水放流施設

位　　置 南あわじ市倭文神道

施設内容
市内で収集したし尿・浄化槽汚泥
を脱水し、希釈した後、下水道管
へ放流する施設です。

面　　積 約 1,566 ㎡

処理能力 38kl ／日

【計画区域図】

施設の位置図と区域図は、次の通りです。

【位置図】

計画箇所

西淡三原 IC

神道公会堂
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お知らせ

（市内割引致します）

無料 陸の港西淡前より徒歩 1 分
西淡三原ＩＣから車で３分 南あわじ斎場

葬儀・仏壇・墓石・ギフト

株 式 会 社 神 戸 未 来
〒 656-0332 南あわじ市志知鈩 466-1
TEL：0799-36-0033　 FAX：0799-36-0053

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒656-0122　南あわじ市広田広田1064番地（旧緑庁舎1階）

  TEL ／ 0799-45-0171    FAX ／ 0799-45-1814

60歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか?

入会説明会のご案内
 ・日時　平成 30 年５月 16 日（水）
 　　　　午後１時 30 分～
 ・場所　南あわじ市シルバー人材センター
 　　　　（旧緑庁舎）２階　会議室
 ※働く意欲のある方をお待ちしています。

○植木剪定　○農作業　○除草・草刈　○軽作業
○清掃　　　○大工・左官仕事　　　○施設管理
○毛筆筆耕　○生活支援（掃除・洗濯）など

みなさんのお役に立ちます !                             
                        お気軽にお電話下さい

進めよう「住まいの耐震化」
問建設課☎43-5226ひょうご住まいの耐震化促進事業のご案内

案内

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

家
屋
の
倒
壊
・
家
具
の
転
倒
な

ど
に
よ
り
多
く
の
尊
い
命
が
奪

わ
れ
ま
し
た
。
大
き
な
被
害
を

受
け
た
建
物
の
ほ
と
ん
ど
は
、

昭
和
56
年
５
月
以
前
に
建
築
さ

れ
た
木
造
住
宅
で
し
た
。

　

い
つ
大
き
な
地
震
が
起
き
て

も
大
丈
夫
な
よ
う
に
、
耐
震
改

修
し
て
住
宅
を
補
強
し
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
ず
は
、

下
記
の
「
簡
易
耐
震
診
断
」
を

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

住宅耐震化補助

部分型耐震化補助

住宅建替補助

防災ベッド等設置助成

１. 住宅耐震改修計画策定費補助金

１. 簡易耐震改修工費費補助

２. 住宅耐震改修工事費補助金

２. シェルター型工事費補助

３. 屋根軽量化工事費補助

耐震診断・耐震改修計画策定に要する費用

耐力壁の設置、屋根の軽量化、基礎や床面の補強。
耐震改修を行う部屋の内装工事に要する費用

対象住宅への県が認める耐震シェルターの設置
に要する費用

対象住宅の屋根を軽量化する工事に要する費用

耐震性能を改善するための耐震診断、耐震改修
計画策定及び耐震改修工事に要する費用

対象住宅の現地建替えに要する費用

（※募集戸数７件・先着順）

対象住宅への防災ベッド等の設置に要する費用

※各補助内容の詳細及び受付状況については
　建設課までお問い合わせください

◆簡易耐震診断（無料）

「住まいの耐震化」を検討！

　建設課にお申込みいただくと、後
日診断員を派遣します。

「次に何をしたら良いの？」について
は、簡易耐震診断を実施した診断員
がお答えします。左の様々な補助メ
ニューをご活用ください。

※対象住宅は昭和56年５月以前に
　着工した住宅

「危険」「やや危険」と診断されたら

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
発
生
時
に
備
え
、
次
の
と
お
り

情
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す
。

訓
練
実
施
日
時　

５
月
16
日（
水
）

　

午
前
11
時
ご
ろ

放
送
内
容　
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ

ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
」×
３
回
、

「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
南
あ

わ
じ
市
で
す
」

※
訓
練
で
は
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
、

戸
別
受
信
機
か
ら
緊
急
放
送

が
流
れ
ま
す

の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い

自
動
車
税
の
納
期
限
は
、

　
　
　
５
月
31
日
（
木
）
で
す

　

納
税
は
お
近
く
の
銀
行
・
農
協

な
ど
の
金
融
機
関
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
・
郵
便
局
、
兵
庫
県
指
定
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
全
国
の

店
舗
）、
県
税
事
務
所
、
ま
た
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
で
５
月
31
日
（
木
）
ま

で
に
お
忘
れ
な
く
！

　

兵
庫
県
立
淡
路
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
産

婦
人
科
医
師
の
不
足
に
よ
り
島
内
で
の
出
産

を
希
望
す
る
妊
婦
の
受
け
入
れ
を
一
部
制
限

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
で
す
。

　

市
で
は
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
む
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

島
外
の
医
療
機
関
で
妊
婦
健
康
診
査
を
受
け
、

出
産
す
る
人
に
対
し
、
通
院
に
か
か
る
費
用

の
一
部
を
助
成
し
て
お
り
、
医
師
不
足
が
改

善
さ
れ
る
ま
で
、
５
月
１
日
以
降
の
通
院
を

対
象
に
助
成
額
を
次
の
通
り
変
更
し
ま
す
。

▽
対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の
条

件
を
満
た
す
人

❶
南
あ
わ
じ
市
の
妊
婦
健
康
診
査
費
用
助
成

券
を
申
請
し
て
い
る

人
❷
島
外
の
医
療
機
関
で

妊
婦
健
康
診
査
を
受

け
、
同
一
の
医
療
機
関

で
出
産
し
た
人

※
原
則
妊
娠
22
週
に
達
し
た
日
以
後
に
出
産

し
た
人
に
限
る

※
体
調
の
急
変
、
悪
天
候
等
に
よ
り
医
療
機

関
を
変
更
し
た
場
合
は
対
象
と
す
る

▽
助
成
額　

島
外
の
医
療
機
関
へ
通
院
し
た

回
数
１
回
に
つ
き
２
５
０
０
円
を
助
成
し
、

妊
婦
健
康
診
査
14
回
か
つ
出
産
１
回
を
限

度
と
す
る

※
妊
婦
健
康
診
査
は
、
妊
婦
健
康
診
査
助
成

を
受
け
た
通
院
に
限
る

※
出
産
時
、
救
急
車
を
利
用
し
た
場
合
は
通

院
回
数
に
含
ま
れ
ま
せ
ん

島外医療機関で出産される人へ通院費用の一部を助成
問健康課☎43-5218

　

新
製
品
お
よ
び
新
技
術
の
開
発

等
を
行
う
事
業
者
に
対
し
、
開
発
に

要
す
る
経
費
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

▽
対
象
者　

次
の
す
べ
て
の
条
件
に

該
当
す
る
人
❶
市
内
に
住
所
が
あ

る
個
人
事
業
者
、
ま
た
は
所
在
地

か
つ
営
業
の
本
拠
が
市
内
に
あ
る

中
小
企
業
❷
市
税
を
滞
納
し
て
い

な
い
こ
と
❸
他
の
制
度
に
よ
り
同

様
の
補
助
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

❹
申
請
年
度
内
に
新
製
品
・
新
技

術
開
発
が
完
了
す
る
こ
と

▽
補
助
内
容　

補
助
の
対
象
と
な

る
経
費
の
合
計
額
の
２
分
の
１

※
上
限
１
０
０
万
円

▽
申
請
締
切　

６
月
15
日
（
金
）

新製品・新技術開発等促進事業お知
らせ

Ｊアラートによる情報伝達訓練 自動車税の納期限
問危機管理課☎43-5203 問洲本県税事務所☎26-2026

お知
らせ

区　分 内　　　容

1機械工具費
機械装置の購入、製造、改造、借用、修繕または
据付等に要する経費

2技術指導費 大学等から技術指導を受けるために必要な経費

3委託費
設計、加工、デザイン、試験等や新製品等の市場
ニーズ調査等開発に必要な事項の一部を委託する
ために要する経費

4原材料費 原材料費

問商工観光課☎43-5221

補助対象経費（対象となる経費の合計額は20万円以上であること）

お知
らせ

案内

今月の納税

固定資産税・・・・・・・・【 1 　　期   】
軽自動車税・・・・・・・・【全 　 　期 】

納期限　５月３1日(木)
《納期内に忘れず納付しましょう》

◆安心・便利・確実な口座振替をご利用ください！
安心…お金を持ち歩く必要がないので安心です。

便利…納期ごとに金融機関や市役所の窓口等

　　　に行く必要がなく便利です。

確実…指定口座から自動的に払い込まれるの

　　   で、納め忘れがなく確実です。

◆申し込み手続きは、とても簡単！
　口座振替の依頼書は、市内の各金融機関およ

び市役所　税務課にありますので、預貯金通帳

と届出印をご持参の上、手続きをしてください。

問税務課☎ 43-5213　
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お知らせ

アリスホームドクター
南あわじ市北阿万筒井76-1

温かくなる春・夏はしろ
あり・羽アリの活動が活
発になり、最も被害が発
生しやすくなる時期です。
早めに点検を行い被害を
予防しましょう。☎0799-55-0800

※お気軽にお問合せ下さい。

淡路島のシロアリ防除・害虫駆除専門店

全島対応
いたします
全島対応
いたします

しろあり・羽アリ発生時期

調査・
見積無料！

2018.5.1発行15

滑りやすくて危ない床や階段に悩んでいませんか？

滑り止め工事のことならお任せください！
南あわじ市松帆古津路645

しょう　わ　よう ぎょう

TEL：0799-36-2280

現地調査・見積り無料 塗るだけの簡単工事

集合住宅 商業施設 病院・介護施設公共施設一般住宅

動画配信中

　

国
民
年
金
は
20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
学
生
も
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
は
一

般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
者
は
、学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大

学
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
1
年
以
上

で
あ
る
課
程
）
に
在
学
す
る
学
生
等
で
、
ご
本
人

の
前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
以

下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

 

【
所
得
の
目
安
】

 

１
１
８
万
円
＋
（
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
）

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
昨
年
度
に
保
険

料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
人
で
、
今
年
度
も
引

き
続
き
在
学
予
定
の
人
へ
は
、
４
月
始
め
に
ハ
ガ
キ

形
式
の
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

同
一
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人
は
、
こ
の
ハ
ガ

キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
返
送
い
た
だ
く
こ
と
で
、

今
年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す
。（
こ
の
場
合
は
在
学

証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
の
添
付
は
不
要
）

　

な
お
、
今
年
度
は
学
生
納
付
特
例
を
利
用
せ

ず
、
保
険
料
の
納
付
を
希
望
す
る
場
合
は
納
付

書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
明
石
年
金
事
務
所
（
☎

０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
３
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

年
金
相
談
（
※
要
予
約
・
先
着
24
人
）　

▽
日
時　

6
月
１
日
（
金
）　

　

午
前
11
時
～
午
後
3
時

▽
場
所　

市
役
所
第
２
別
館
２
階
第
５
会
議
室

問
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
☎
43
・
５
２
１
２

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内
問明石年金事務所☎ 078-912-4983

お知
らせ

　

中
学
校
２
年
生
が
、
市
内
の
各
事
業
所
や

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
、
実
社
会

に
飛
び
込
み
、
様
々
な
仕
事
や
体
験
を
し
ま

す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
・
ご
声
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
日
程

❶
南
淡
中
・
沼
島
中
学
校
＝

　

５
月
14
日
（
月
）
～
18
日
（
金
）　

❷
三
原
中
学
校
＝

　

５
月
21
日
（
月
）
～
25
日
（
金
）　

❸
倭
文
中
・
西
淡
中
・
広
田
中
学
校
＝

　

９
月
10
日
（
月
）
～
14
日
（
金
）　

　
「
ひ
ょ
う
ご
防
犯
ネ
ッ
ト
」
で
は
、メ
ー
ル
・

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
安
全
・
安
心
情
報
を
兵
庫

県
警
察
本
部
か
ら
お
届
け
し

て
い
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

へ
は
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
登
録
い
た
だ
い
た
人
に
は
、
犯

罪
情
報
や
防
犯
情
報
な
ど
を
メ
ー
ル
で
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。
登
録
料
は
無
料
で
す
。

※
ウ
ェ
ブ
接
続
料
・
メ
ー
ル
受
信
料
は
別
途
か
か
り
ま
す

▽
登
録
方
法　

hpp@
hbnp.net

に
空
メ

ー
ル
を
送
信
。
送
信
後
、
し
ば
ら
く
す
る

と
「
ひ
ょ
う
ご
防
犯
ネ
ッ
ト
」
か
ら
メ
ー

ル
が
返
信
さ
れ
ま
す
の
で
、
受
信
画
面
の

案
内
に
沿
っ
て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

トライやる・ウィーク
にご協力を！

問学校教育課☎ 43-5231

お知
らせ

　

シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の

狩
猟
鳥
獣
の
捕
獲
に
は
狩
猟

免
許
が
必
要
で
す
。
狩
猟
免

許
試
験
を
受
験
す
る
人
を
対

象
に
し
た
初
心
者
講
習
会
も

開
催
し
ま
す
。

狩
猟
免
許
試
験

▽
試
験
日　

８
月
４
日
（
土
）

▽
内
容　

わ
な
猟

▽
場
所　

淡
路
市
役
所
２
号

館
３
階
大
会
議
室

▽
申
込
期
間　

６
月
４
日

（
月
）
～
21
日
（
木
）

※
別
日
程
で
島
外
開
催
も
あ
り
ま

す
の
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

初
心
者
講
習
会

▽
対
象　

狩
猟
免
許
試
験
を

受
験
す
る
人

▽
内
容　

網
・
わ
な
猟
の
知

能
・
技
能
に
関
す
る
こ
と

▽
講
習
日　

６
月
16
日（
土
）

▽
場
所　

淡
路
市
役
所
１
号

館
２
階
大
会
議
室

▽
申
込
期
間　

５
月
１
日

（
火
）
～
６
月
８
日
（
金
）

※
新
規
の
狩
猟
免
許
取
得
者
に

は
取
得
経
費
の
助
成
制
度
あ

り

狩猟免許試験の案内
（試験）問淡路県民局森林課☎ 26-2104
（講習会）問県猟友会☎ 078-361-8127

案内

　

平
成
30
年
度
南
あ
わ
じ
市

連
合
自
治
会
本
部
役
員
に
、
次

の
人
た
ち
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

※
敬
称
略
（
所
属
地
区
）

　

会
　
長　
　

原　
　
　

孝

　
　
　
　
　
　
　
（
福　

良
）

　

副
会
長　
　

松
坂　

壽
仁

　
　
　
　
　
　
　
（
潮
美
台
）

　

副
会
長　
　

青
山　

昭
一

　
　
　
　
　
　
　
（
広　

田
）

　

身
体
な
ど
に
障
が
い
の
あ

る
人
の
た
め
に
使
用
す
る
軽

自
動
車
等
で
一
定
の
要
件
を

満
た
せ
ば
、
申
請
に
よ
り
、

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
自

動
車
は
、
対
象
者
１
人
に
つ

き
１
台
で
あ
る
た
め
、
普
通

車
の
減
免
を
受
け
て
い
る
場

合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

※
普
通
自
動
車
の
減
免
申
請
を

さ
れ
る
人
は
、
洲
本
県
税
事

務
所
（
☎
26
・
２
０
２
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

新
規
で
減
免
申
請
す
る
人

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

　

❶
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

　

会
　
計　
　

喜
田　
　

進

　
　
　
　
　
　
　
（
丸　

山
）

　

会
計
監
査　

岡
田　

昌
史

　
　
　
　
　
　
（
松　

帆
）

　

会
計
監
査　

里
深　

明
宏

　
　
　
　
　
（
榎
列
・
倭
文
）

※
原
孝
さ
ん
は
兵
庫
県
連
合

自
治
会
会
長
に
も
就
任

し
て
い
ま
す

は
戦
傷
病
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
❷
印
鑑（
認
印
）

❸
車
検
証
❹
運
転
者
の

運
転
免
許
証

▽
提
出
先　

税
務
課

▽
提
出
期
限　

５
月
31
日（
木
）

昨
年
度
に
減
免
を
受
け
て
い

た
人

　

申
請
内
容
に
変
更
が
な
け

れ
ば
郵
送
し
て
い
る
「
継
続

用
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を

記
入
・
押
印
の
う
え
、
返
送

ま
た
は
税
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
昨
年
度
と
異
な
る
場
合
は
新

規
の
手
続
き
が
必
要
で
す

連合自治会
役員をご紹介

障がいのある人に
軽自動車税を減免しています

問市民協働課☎ 43-5244 問税務課☎ 43-5213

お知
らせ

お知
らせ

お知
らせ

　

４
月
２
日
、
７
人
の
ミ
ニ

デ
イ
参
加
者
が
一
人
で
悩
む

よ
り
集
ま
っ
て
話
を
し
た
い

と
、
倭
文
公
民
館
で
集
い
の

場
（
幸
会
）
を
始
め
ま
し
た
。

　

一
人
で
日
中
過
ご
す
こ
と

が
多
か
っ
た
参
加
者
は
「
集

い
の
場
に
出
て
行
く
か
ら
こ

そ
元
気
で
い
ら
れ
る
。
久
し

ぶ
り
に
こ
ん
な
に
笑
っ
た
」

と
話
し
、
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
元
気
に
な
れ

る
集
い
の
場
を
作
り
ま
せ
ん

か
？
ご
希
望
の
人
は
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

高齢者が気軽に集える場
を作りませんか？

問地域包括支援センター☎ 43-5237

集いの場で楽しい時間を過ごす
参加者

「ひょうご防犯ネット」に
ぜひご登録ください

問南あわじ警察☎ 42-0110

案内

二次元コード



◇
公
開
抽
選
日　

５
月
25
日

（
金
）。
市
役
所
本
館
１
階

問
建
設
課
☎
43
・
５
２
２
６

登
録
臨
時
職
員
の
募
集

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
平
成
30
年

度
に
臨
時
職
員
と
し
て
働
い
て
い

た
だ
け
る
人
の
登
録
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

▽
職
種　

保
育
士
、幼
稚
園
教
諭
、

学
童
保
育
指
導
員
、
事
務
補
助

員
、
調
理
員
な
ど

▽
申
込
方
法　

登
録
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
総
務
課
へ
郵

送
ま
た
は
持
参
。
詳
し
く
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
総
務
課
☎
43
・
５
０
０
１

姉
妹
都
市
・
友
好
市
町
と
の

交
流
派
遣
団
体
募
集

　

市
で
は
、
国
内
の
姉
妹
都
市
・

友
好
市
町
の
各
種
団
体
と
の
民
間

交
流
を
推
進
し
、
相
互
理
解
と
友

好
親
善
に
努
め
な
が
ら
、
特
色
あ

る
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体

に
派
遣
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

▽
対
象
団
体　

市
を
代
表
す
る
団

体
（
高
校
生
以
下
）
で
、
年
間

１
団
体
を
限
度
と
し
ま
す
。

▽
内
容　

手
し
ご
と
作
品
（
革
小

物
・
布
小
物
・
雑
貨
・
ア
ク
セ

サ
リ
ー
ほ
か　

に
ゃ
ん
と
も
わ

ん
だ
ふ
る
な
作
品
が
い
っ
ぱ
い
）

※
収
益
金
の
一
部
は　

犬
猫
の
保

護
基
金
に
使
用
し
ま
す　
　

問
あ
わ
じ
ク
ラ
フ
ト
ミ
ー
ツ
実
行

　

委
員
会
（
三
木
）

　

☎
０
９
０
・
５
１
５
２
・
８
５
４
２

花
づ
く
り
講
習
会
講
師
派
遣

事
業
申
請
団
体
募
集

　
（
一
財
）
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

で
は
、
島
内
の
団
体
が
実
施
す
る

花
づ
く
り
の
講
習
会
に
対
し
、
団

体
の
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
指
導
を
行

う
講
師
を
派
遣
し
ま
す
。

▽
申
請
期
限　

６
月
15
日
（
金
）

▽
実
施
対
象
期
間　

７
月
1
日

（
日
）
～
平
成
31
年
２
月
28
日

（
木
）
ま
で

▽
対
象
団
体　

５
人
以
上
の
島
内

花
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
な
ど

▽
申
請
方
法　

申
請
書
を
取
り
寄

せ
、
申
込
く
だ
さ
い
。

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
わ
じ
緑
花
協
会

　

☎
42
・
５
１
１
１

第
33
回「
あ
わ
じ
花
と
緑
の

コ
ン
ク
ー
ル
」写
真
募
集

▽
対
象
者　

島
内
で
四
季
折
々
の

花
と
緑
を
大
切
に
育
て
て
い
る

個
人
、
学
校
、
事
業
所
、
団
体

▽
応
募
締
切　

７
月
31
日
（
火
）

▽
審
査
部
門　

❶
家
庭
・
ガ
ー
デ
ニ

16

情
報
瓦
ば
ん

公
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

◆
市
営
住
宅

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

※
裁
量
階
層
（
新
婚
世
帯
、
義
務
教

育
終
了
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯

等
は
21
万
４
千
円
以
下
）

▽
し
づ
お
り
団
地
（
倭
文
）

　

２
戸
、
２
０
６
号
・
３
０
１

号
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
単
身
不

可
、
平
成
10
年
度
建
築
。
家

賃
月
額
２
万
２
０
０
０
円
～

４
万
３
７
０
０
円
（
共
益
費

別
途
）、
駐
車
料
金
１
台
月
額

２
５
０
０
円

▽
四
季
の
丘
団
地
（
阿
万
）

　

３
戸
、
Ａ
棟
４
号
・
Ｃ
棟
４

号
・
Ｇ
棟
４
号
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、

単
身
不
可
、
平
成
16
年
度
建

築
。
家
賃
月
額
２
万
２
０
０
０

円
～
４
万
３
２
０
０
円
（
共

益
費
別
途
）、
駐
車
料
金
１
台

月
額
２
５
０
０
円
（
屋
根
付

５
０
０
０
円
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◇
受
付
期
間　

５
月
１
日
（
火
）

～
15
日
（
火
）
ま
で
の
平
日

▽
対
象
と
な
る
派
遣
市
町　

新
ひ

だ
か
町（
北
海
道
）、平
取
町（
北

海
道
）、
葛
巻
町
（
岩
手
県
）、

大
野
市
（
福
井
県
）、糸
魚
川
市

（
新
潟
県
）

▽
対
象
と
な
る
派
遣
時
期　

平
成

31
年
３
月
31
日
（
日
）
ま
で

▽
申
込
締
切　

５
月
31
日
（
木
）

問
総
務
課
秘
書
室

　

☎
43
・
５
０
０
１

夏
休
み
期
間
の
学
童
保
育
の

利
用
者
を
募
集

　

保
護
者
の
労
働
等
に
よ
り
昼
間

家
庭
で
保
護
を
受
け
ら
れ
な
い
小

学
生
を
対
象
に
、
放
課
後
の
遊
び

や
生
活
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
今

回
、
夏
休
み
期
間
の
利
用
申
込
の

受
付
を
し
ま
す
。

※
西
淡
志
知
お
よ
び
三
原
志
知
の

児
童
は
、
湊
学
童
保
育
所
で
受

け
入
れ
を
し
ま
す

▽
対
象
児
童　

対
象
小
学
校
の
１

～
6
年
生
で
集
団
生
活
が
可
能

な
児
童（
入
所
は
低
学
年
優
先
）

▽
対
象
小
学
校　

広
田
・
倭
文
・

松
帆
・
湊
・
辰
美
・
榎
列
・
八
木
・

市
・
神
代
・
賀
集
・
福
良
・
北
阿

万
・
阿
万
・
西
淡
志
知
・
三
原
志

知（
広
田
・
榎
列
・
八
木
・
市
・
賀

集
は
、定
員
超
過
の
た
め
、受
入

が
出
来
な
い
場
合
あ
り
）

▽
開
設
日
時　

月
～
土
曜
日
の
午

前
８
時
～
午
後
６
時

▽
利
用
料　

７
月
は
月
額

５
０
０
０
円
、
８
月
は
月
額

７
０
０
０
円

▽
申
込
期
間　

５
月
15
日（
火
）～

25
日（
金
）

▽
申
込
方
法　

申
請
書
を
体
育
青

少
年
課
に
提
出

問
体
育
青
少
年
課

　

☎
43
・
５
２
３
４

緑
霊
苑
墓
地
使
用
者
募
集

　

緑
霊
苑
墓
地
に
お
い
て
１
区
画

返
還
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
新
た

に
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
使
用
者
の
資
格　

市
に
申
請
前

6
か
月
以
上
住
所
が
あ
る
人
ま

た
は
市
に
本
籍
ま
た
は
墓
地
を

有
す
る
人

※
税
金
の
滞
納
者
は
申
込
不
可
。

市
外
居
住
者
は
条
件
あ
り
。

▽
区
画　

菊
聖
地
―
15
号
墓
地

（
面
積　

約
３
・
31
㎡
）

▽
永
代
使
用
料　

市
内
居
住
者

25
万
円
、市
外
居
住
者
30
万
円

▽
維
持
管
理
費　

年
額
３
１
５
０

円（
3
年
分
を
前
納
）

▽
受
付
期
間　

５
月
31
日
（
木
）

ま
で
の
平
日

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

問
環
境
課
☎
43
・
５
２
１
４

農
業
女
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
「
農
業
女
子
は
農
業
好
き
！
」

農
業
に
関
わ
り
を
持
つ
女
性
に
対

し
て
野
菜
等
の
新
品
種
の
導
入
や

新
商
品
の
開
発
、
ま
た
は
食
育
・

食
農
・
農
業
雑
誌
等
の
発
行
な
ど

農
業
に
か
か
わ
る
活
動
経
費
を
助

成
し
ま
す
。

▽
対
象　

市
内
在
住
で
農
業
に
か

か
わ
る
女
性
４
名
以
上
で
組
織

す
る
グ
ル
ー
プ

▽
募
集
期
間　

５
月
１
日
（
火
）

か
ら
。
採
択
額
が
予
算
額
に
達

し
た
時
点
で
終
了
。

▽
応
募
方
法　

申
請
書
お
よ
び
活

動
計
画
書
な
ど
の
関
係
書
類
を

添
付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
農
林
振
興
課
☎
43
・
５
２
２
３

美み

菜な

恋こ
い

来こ
い

屋や

出
荷
者
の
募
集

　

美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者
（
生

鮮
野
菜
・
加
工
品
）
を
随
時
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

淡
路
島
内
外
の
人
に
自
慢
の

出
荷
物
を
提
供
し
て
南
あ
わ
じ
市

（
淡
路
島
）
を
共
に
盛
り
上
げ
ま

せ
ん
か
？
詳
し
く
は
美
菜
恋
来
屋

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
直
接

電
話
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

Ｍ
Ｉ
Ａ
英
会
話
講
座

受
講
生
の
募
集

　

淡
路
島
に
来
ら
れ
る
外
国
人
に

対
し
、
お
も
て
な
し
が
で
き
る
基

本
会
話
の
ス
キ
ル
を
取
得
し
、
国

際
交
流
が
図
れ
る
地
域
人
口
の
増

加
を
目
指
し
ま
す
。

▽
教
室
名　

Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｈ
Ｉ

▽
講
師　

島
内
在
住
外
国
人
講
師

▽
期
間　

５
月
～
７
月
の
火
曜
日

（
全
10
回
）

▽
授
業
時
間　

午
後
７
時
30
分
～

午
後
９
時（
90
分
）

▽
会
場　

中
央
公
民
館

▽
コ
ー
ス　

初
回
に
簡
単
な
適
正

考
査
に
よ
り
初
級
・
中
級
コ
ー

ス
に
振
り
分
け
し
ま
す
。

▽
受
講
対
象　

❶
一
般
受
講
者
＝

島
内
在
住
18
歳
以
上
（
高
校
生

は
不
可
）
❷
当
協
会
会
員
＝
個

人
会
員
お
よ
び
法
人
会
員

▽
募
集
定
員　

25
人
程
度
※
応
募

多
数
の
場
合
は
抽
選

▽
受
講
料　

❶
６
０
０
０
円

　

❷
４
０
０
０
円

▽
応
募
締
切　

５
月
７
日
（
月
）

問
南
あ
わ
じ
市
国
際
交
流
協
会
事

　

務
局
（
ふ
る
さ
と
創
生
課
内
）

　

☎
43
・
５
２
０
５

文
化
体
育
館
の
講
習
会
等

の
受
講
者
募
集

◆
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用

す
る
場
合
、
初
回
の
み
講
習
会
を

受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
対
象
者　

16
歳
以
上

▽
受
講
料　

５
０
０
円
（
市
内
）

※
次
回
利
用
よ
り
２
０
０
円
（
市
内
）

▽
定
員　

６
人
（
要
予
約
）

▽
講
習
時
間　

約
１
時
間

▽
講
習
日
時　

５
月
10
日
（
木
）

の
午
後
２
時
と
午
後
４
時
か

ら
、
24
日
（
木
）
の
午
後
３
時

と
午
後
５
時
か
ら

※
子
ど
も
連
れ
の
受
講
は
不
可

問
文
化
体
育
館
☎
50
・
５
０
７
７

防
災
講
演
会
の
開
催

　

東
日
本
大
震
災
で
津
波
に
遭
い

な
が
ら
も
、
人
的
被
害
が
ゼ
ロ
で

あ
っ
た
岩
手
県
洋ひ
ろ
の
ち
ょ
う

野
町
。
そ
の
取

組
み
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
日
時　

５
月
19
日
（
土
）
午
後

７
時
～
８
時
30
分

▽
場
所　

福
良
地
区
公
民
館

▽
講
師　

日
當
博
治
氏
（
洋
野
町

　

副
町
長
）　

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

第
４
回
す
ま
い
る
フ
ェ
ス

　

▽
日
時　

５
月
23
日
（
水
）
午

前
10
時
～
午
後
２
時

▽
場
所　

美
菜
恋
来
屋
1
階
フ
ー

ド
コ
ー
ト
（
芝
生
エ
リ
ア
を
併

用
す
る
場
合
あ
り
）

▽
出
展
者　

12
店
舗
（
予
定
）

問「
に
こ
に
こ
ｍ
ａ
ｍ
ａ
く
ら
ぶ
」で

検
索

少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
育
成

補
助
事
業
の
募
集

　

明
日
を
担
う
少
年
少
女
の
運

動
・
ス
ポ
ー
ツ
習
慣
の
形
成
に
向

け
、
市
内
少
年
少
女
ス
ポ
ー
ツ
育

成
団
体
に
活
動
費
の
補
助
を
行
い

ま
す
。

▽
申
込
期
限　

５
月
25
日（
金
）必

着
▽
対
象
事
業　

申
請
す
る
ス
ポ
ー

ツ
団
体
が
主
催
す
る
事
業（
教

室
・
講
習
会
、交
流
事
業
等
）

▽
補
助
金
額　

事
業
対
象
経
費
の

補
助
率
上
限
50
％
も
し
く
は
上

限
20
万
円（
合
宿
は
30
万
円
）

問
体
育
青
少
年
課

　

☎
43
・
５
２
３
４

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
共
済（
建
物
共

済
）出
前
受
付
窓
口
の
開
設

　
（
公
財
）兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済

基
金
の
職
員
に
よ
る
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

共
済
の
出
前
受
付
窓
口
を
開
設
し

ま
す
。

▽
日
時　

５
月
16
日（
水
）

　

午
前
９
時
～
正
午

▽
場
所　

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

▽
そ
の
他　

申
込
に
は
、銀
行
の

お
届
け
印
お
よ
び
口
座
番
号
が

必
要
。ま
た
は
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
で
も
可

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

第
９
回
手
し
ご
と
市

あ
わ
じ
ク
ラ
フ
ト
ミ
ー
ツ

～
み
な
い
こ
マ
ル
シ
ェ
～

▽
日
時　

５
月
20
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
荒
天
中
止

▽
場
所　

美
菜
恋
来
屋　

店
内
外

▽
出
店
者　

20
ブ
ー
ス
（
予
定
）

ン
グ
❷
学
校
・
学
園
❸
職
域
・
事

業
所
・
そ
の
他
❹
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

問
（
一
財
）
淡
路
島
く
に
う
み
協
会

　

☎
24
・
２
０
０
１

舞
鶴
海
上
保
安
部
か
ら
の
お
願
い

　

毎
年
春
先
か
ら
、
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
が
活
発
に
な
り
、
事
故
も

増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

疲
れ
て
い
る
と
き
や
飲
酒
し
た

と
き
は
海
に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
で
遊
ぶ

と
き
は
、
出
港
前
に
気
象
・
海
象

の
確
認
、
機
関
の
点
検
を
行
い
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
て

く
だ
さ
い
。
事
故
が
発
生
し
た
と

き
、
発
見
し
た
と
き
は
「
１
１
８

番
」
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
舞
鶴
海
上
保
安
部

　

☎
０
７
７
３
・
７
６
・
４
１
２
０

平
成
30
年
度
国
家
公
務
員
採
用

一
般
職
試
験（
高
卒
者
試
験
）

▽
申
込
受
付
期
間

◎
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
原
則
）

　

６
月
18
日
（
月
）
～
27
日
（
水
）

○
郵
送
ま
た
は
持
参

　

６
月
18
日
（
月
）
～
20
日
（
水
）

（
通
信
日
付
印
有
効
）

※
受
験
資
格
等
の
詳
細
は
、
人
事

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
国
家
公
務

員
試
験
採
用
情
報
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
人
事
院
近
畿
事
務
局
試
験
第
二
係

☎
０
６
・
４
７
９
６
・
２
１
９
１
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▽
場
所　

広
田
地
区
公
民
館
、
松
帆

地
区
公
民
館
、
福
良
地
区
公
民
館

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

洲
本
公
証
役
場

日
曜
無
料
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容　

公
正
証
書
遺
言
に
関
す

る
相
談
や
任
意
後
見
契
約
な
ど

の
大
切
な
契
約
の
相
談

▽
日
時　

６
月
３
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

洲
本
公
証
役
場

　
（
洲
本
市
本
町
２
‐
３
‐
13

　

富
本
ビ
ル
３
階
）

問
洲
本
公
証
人
役
場
☎
24
・
３
４
５
４

聴
覚
障
害
者
の
た
め
の

移
動
相
談

▽
日
時　

５
月
23
日
（
水
）

　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

▽
場
所　

福
良
地
区
公
民
館

問
淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー

 

☎
24
・
３
８
５
０ 

F
　

26
・
１
１
７
５

働
く
婦
人
の
家
イ
ベ
ン
ト

料
理
講
座（
要
予
約
）

▽
日
時　

５
月
18
日
（
金
）

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
内
容　

旬
の
食
材
を
使
っ
て
、
お

い
し
く
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
す
る

▽
材
料
費　

６
０
０
円

▽
申
込
締
切　

５
月
８
日（
火
）

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
講
座（
要
予
約
）

▽
日
時　

５
月
19
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
内
容　

自
分
に
似
合
う
カ
ラ
ー

診
断
実
技
、
表
情
を
若
々
し
く

見
せ
る
マ
ッ
サ
ー
ジ
法
の
実
技

▽
参
加
費　

無
料

▽
申
込
締
切　

５
月
８
日（
火
）

ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
籠
作
り
講
座（
継
続
講
座
）

▽
日
時　

５
月
３
日
（
木
）、
５
月

10
日
（
木
）
午
前
10
時
～
正
午

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・
２
３
２
６

南
あ
わ
じ
市
人
権
教
育
研
究

協
議
会
定
期
総
会 

記
念
講
演

▽
日
時　

５
月
28
日
（
月
）

　

午
後
７
時
～
９
時

※
総
会
の
進
行
に
よ
り
開
始
時
間

　

の
変
更
あ
り

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
テ
ー
マ　

正
し
く
知
ろ
う
！
日

本
国
憲
法

▽
講
師 

木
村
草
太
さ
ん
、
外
川
正

明
さ
ん

▽
参
加
費　

無
料

◆
第
１
０
５
回
講
習
会

▽
日
時　

５
月
５
日
（
土
）

　

午
後
８
時
～

▽
場
所　

賀
集
地
区
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

◆
第
52
回
・
第
53
回
講
座

▽
日
時　

５
月
10
日（
木
）、24
日（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽
費
用　

１
０
０
円

問
阿
波
お
ど
り
体
操
振
興
協
会

　（
出
田
）
☎
55
・
１
１
１
１

行
政
相
談（
要
予
約
）

▽
内
容　

行
政
相
談
委
員
に
よ
る

相
談（
先
着
３
人
、１
人
30
分
）

▽
日
時　

５
月
10
日（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

問
南
人
教
事
務
局（
社
会
教
育
課
内
）

☎
43
・
５
２
３
２

あ
わ
じ
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

巡
り
バ
ス
ツ
ア
ー

▽
日
時　

❶
５
月
19
日
（
土
）
午

前
８
時
45
分
集
合
※
東
浦
Ｂ
Ｔ

発
❷
５
月
20
日
（
日
）
午
前
８
時

45
分
集
合
※
淡
路
県
民
局
発

▽
募
集
人
数　

各
25
人

▽
参
加
費　

３
０
０
０
円

▽
内
容　

詳
細
は
「
第
17
回
あ
わ

じ
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
マ
ッ
プ
」

を
参
照
く
だ
さ
い
。

問
同
実
行
委
員
会

　

☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

う
み
ぞ
ら
映
画
祭
２
０
１
８

　

淡
路
島
の
海
の
上
に
巨
大
な
ス

ク
リ
ー
ン
を
浮
か
べ
砂
浜
か
ら
映

画
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▽
開
催
日 

５
月
19
日（
土
）、20
日

（
日
）

▽
会
場　

大
浜
海
水
浴
場
、洲
本

市
文
化
体
育
館
、す
も
と
ア
ル

フ
ァ
ビ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、洲
本

オ
リ
オ
ン

▽
鑑
賞
料
金　

大
人
２
０
０
０

円
、高
校
生
以
下
１
０
０
０
円

（
１
日
共
通
券
）

▽
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

チ
ケ
ッ
ト
ぴ

あ
、淡
路
島
観
光
協
会
、淡
路

信
用
金
庫
各
窓
口
に
て
販
売

※
イ
ベ
ン
ト
内
容
は
変
更
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
移
行
手
続
き

日
曜
相
談
窓
口

　

eo
サ
ー
ビ
ス
へ
の
移
行
申
込
み

を
対
面
で
相
談
し
な
が
ら
手
続
き

が
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

❶
５
月
13
日
（
日
）
❷

５
月
20
日
（
日
）
❸
５
月
27
日

（
日
）
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
場
所　

❶
灘
地
区
公
民
館
❷
西

淡
志
知
公
民
館
❸
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ

ト
局
舎
（
市
役
所
本
館
隣
）

▽
持
参　

お
届
け
し
て
い
る
書
類
一

式
、
認
め
印
、
現
在
契
約
し
て

い
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
電
話
等

の
請
求
明
細
書

問
さ
ん
さ
ん
ネ
ッ
ト
☎
43
・２
３
４
５

生
活
困
窮
者
の
相
談
事
業

▽
対
象
者　

市
内
在
住
で
経
済
的

な
問
題
な
ど
で
生
活
に
お
困
り

の
人
（
生
活
保
護
者
は
除
く
） 

▽
事
業
内
容

問
同
実
行
委
員
会

　

☎
０
７
９
９
・
73
・
６
３
１
０

淡
路
島
短
編
映
画
祭

２
０
１
８

　

淡
路
島
ゆ
か
り
の
短
編
映
像
を

公
募
、
無
料
で
上
映
し
ま
す
。

▽
日
時　

５
月
13
日（
日
）午
前
10

時
～
午
後
５
時（
予
定
）

▽
会
場　

洲
本
オ
リ
オ
ン

▽
入
場
料　

無
料

問
同
実
行
委
員
会（
近
藤
）

　

☎
０
８
０
・
２
４
３
９
・
１
７
４
６

横
山
幸
雄
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

▽
日
時　

５
月
12
日
（
土
）
午
後

２
時
～
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

※
料
金
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

問
同
実
行
委
員
会（
中
村
）

　

☎
22
・
３
２
６
４

淡
路
人
形
座（
５
月
公
演
）

◆
通
常
公
演

▽
内
容　
「
人
形
解
説
」「
傾
城
阿
波

の
鳴
門　

順
礼
歌
の
段
」「
戎
舞
」

※
上
演
内
容
が
変
わ
る
場
合
あ
り

◆
ト
ピ
ッ
ク
ス　

５
月
26
日
（
土
）

午
後
７
時
公
演
は
、
い
ち
ま
～

い 

に
ま
～
い 

の
怪
談
で
お
馴

染
み
「
播
州
皿
屋
舗　

青
山
館

の
段
」
を
上
演
。

❶
自
立
相
談
支
援
事
業

　

ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
を

相
談
者
と
一
緒
に
考
え
、
具
体
的

な
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
自
立

に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

❷
住
居
確
保
給
付
金

　

65
歳
未
満
で
、
離
職
（
2
年
以

内
）
な
ど
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た

人
、
ま
た
は
失
う
恐
れ
の
高
い
人

に
就
職
に
向
け
た
活
動
等
を
条
件

と
し
て
一
定
期
間
、
家
賃
相
当
額

を
支
給
し
ま
す
。

問
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
44
・
３
０
０
７

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
洲
本
巡
回
相
談

▽
内
容　

職
業
相
談
及
び
職
業
紹
介

▽
対
象
者　

生
活
保
護
受
給
者
、

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
、住
居

確
保
給
付
金
受
給
者
お
よ
び
生

活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
に
よ

る
支
援
を
受
け
て
い
る
人

▽
日
時　

５
月
８
日（
火
）、22
日

◆
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
特
別
企
画

５
月
６
日
（
日
）
ま
で
午
前
10
時
、

11
時
10
分
公
演
は
、
嫉
妬
に
狂
う

女
の
情
念
「
日
高
川
嫉
妬
鱗　

天

田
堤
よ
り
渡
し
場
の
段
」
を
上
演
。

◆
５
月
の
休
館
日　

９
日（
水
）、

10
日
（
木
）
、
16
日
（
水
）
、
18

日
（
金
）
、
19
日
（
土
）
、
23
日

（
水
）、29
日（
火
）、30
日（
水
）

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

滝
川
記
念
美
術
館
　
玉
青
館

❶
館
蔵
品
展
１　

開
催
中

❷
３
種
の
神
器
!?
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
銅

鐸
、銅
剣
、銅
鏡
を
つ
く
ろ
う
！

▽
日
時　

５
月
20
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
、
午
後
３
時
～

※
先
着
順
定
員
各
10
人

▽
参
加
費　

銅
鐸
１
０
０
０
円
、

銅
剣
・
銅
鏡
５
０
０
円

❶
❷
共
通　

別
途
入
館
料
必
要

◆
平
成
30
年
度「
友
の
会
」会
員
募
集

▽
特
典　

当
館
展
覧
会
が
無
料
で

観
覧
、京
阪
神
や
四
国
の
展
覧

会
情
報
を
送
付
、見
学
会
な
ど

友
の
会
の
行
事
に
参
加
可
。

▽
申
込
方
法　

入
会
申
込
書
に
会

費
を
そ
え
て
持
参
な
ど

▽
会
費　

年
額
１
０
０
０
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

▽
内
容　
『
義
経
千
本
桜
』四
段
目

道
行
初
音
の
旅

◆
第
26
回
淡
路
人
形
絵
画
展

▽
期
間　

５
月
６
日
（
日
）
ま
で

◆
土
文
芸 

淡
路
雑
俳
展（
淡
路
雅
交
会
）

▽
期
間　

5
月
10
日（
木
）～
7
月

29
日（
日
）

◆
新
見
貫
次
文
学
資
料
展

▽
期
間　

5
月
4
日（
金
）～
7
月

28
日（
土
）

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
42
・
５
１
１
５

第
１
６
８
回
神
代
天
体
観
測
会

「
木
星
を
見
よ
う
」

❶
神
代
小
学
校

▽
日
時　

5
月
27
日（
日
）

　

午
後
７
時
30
分
～

※
天
候
不
良
時
は
神
代
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

❷
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台（
要
予
約
）

▽
日
時　

5
月
28
日（
月
）

　

午
後
７
時
30
分
～

▽
場
所　

神
代
地
頭
方
１
６
７
６

問
鳴
門
タ
ク
シ
ー
天
文
台（
沼
田
）

　

☎
０
９
０
・
９
６
１
２
・
１
７
４
９

❶
❷
共
通　

保
護
者
同
伴

阿
波
お
ど
り
体
操

◆
10
周
年
記
念
講
習
会

▽
日
時　

５
月
16
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
11
時

▽
場
所　

緑
市
民
セ
ン
タ
ー
３
階

大
ホ
ー
ル

▽
講
師　

徳
島
大
学 

田
中
俊
夫

教
授

（
火
）午
前
11
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館

※
事
前
申
込
が
必
要
、先
着
３
人

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

空
き
家
バ
ン
ク
の
無
料
相
談

▽
内
容　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登

録
・
利
活
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

▽
日
時　

５
月
11
日（
金
）、25
日

（
金
）の
午
後
１
時
～
３
時

▽
場
所　

中
央
公
民
館

※
平
日
は
ふ
る
さ
と
創
生
課
で
相
談

問
ふ
る
さ
と
創
生
課

　

☎
43
・
５
２
０
５

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

　

６
月
１
日
の
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
を
記
念
し
、
特
設
人
権
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。
人
権
擁
護

委
員
が
人
権
に
関
す
る
悩
み
ご
と

や
相
談
を
受
け
ま
す
。

▽
日
時　

６
月
１
日
（
金
）
午
後

１
時
～
４
時
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文
化
・
ま
な
び

催
　
し

相
　
談

　
5月の無料相談

市民無料法律相談（先着９人）
◆内容　弁護士による相談（１人20分）
◆日時　８日（火）・22日（火）13:30～16:30
◆場所　市役所本館
問市民協働課☎43-5244（予約必要）

若者就労相談
◆対象　仕事に就いていない15～39歳ま
　での働く事に悩みをもつ若者とその家族
◆日時　23日（水）
　❶13：00～❷14：00～❸15：00～
◆場所　市役所2階相談室
問あかし若者サポートステーション
　☎078-915-0677（予約必要）

消費生活相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日休業）
 　　　 ９:00～12:00、13:00～16:00
◆場所　市役所本館2階
問市消費生活センター☎43-5099 

司法書士会による相談（先着８人）
◆内容　登記・成年後見・法律の相談
◆日時　16日（水）18:00～21:00
◆場所　洲本市文化体育館
◆申込　司法書士船越事務所　船越まで
　　　　☎23-0086（予約必要） 

行政書士による相談（先着３人）
◆内容　農地法・相続・許認可・契約関係
◆日時　14日(月）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　土井惠一朗行政書士事務所
　　　    ☎53-1771（予約必要）

住宅の耐震相談会
◆内容　住宅の耐震診断・改修などの相談
◆日時　23日（水）13:30～15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　角建設計
　　　　☎0799-22-7705（予約必要）

母子相談
◆内容　母子・父子家庭や寡

か

婦
ふ

への相談
◆日時　毎週月水金の９:30～16:30
◆相談　子育てゆめるん課☎43-5219

家庭児童相談
◆内容　子育て・不登校・いじめなどの相談
◆日時　平日の９:30～16:30
◆相談　子育てゆめるん課☎43-5239 

教育相談窓口
◆日時　14日（月）13:00～15:00
◆場所　洲本総合庁舎１階会議室
問教育相談窓口☎22-4152（予約必要）

農地相談（先着4人）
◆内容　農地に関する相談 
◆日時　25日（金）13:00～16:30
問農業委員会事務局☎43-5236（予約必要）



問市立図書館☎53-0234　
　開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
 　※広田・湊地区公民館図書室は土曜日も17時まで

　 第２回きぼうの桜サミット
　～宇宙桜がつなぐ防災と交流の祭典～

　日　時　５月20日（日） 午後１時～４時
　会　場　淡路夢舞台国際会議場
　　　　　メインホール
　入場料　無料
　問第２回きぼうの桜サミット実行委員会
　　☎0799-74-1000 （夢舞台 地域振興部）

　キツネに「おまえもさびし
かったか」とききたいオオカ
ミ。オオカミはきっと「さよな
らは、さびしいばかりじゃない
んだぜ」と思っている。キツネ
にもちょっとそれがわかり･･･。
「ともだちや」をはじめる前
の、キツネとオオカミのおは
なし。「おれたち、ともだち！」シ
リーズ第１３弾。

野菜の仕立て方
の裏ワザ さよならともだち

　食べたものが子どものカ
ラダをつくります。冷蔵庫の
中身がカラダの中身。子ど
もの食事に必要なルールや
レシピを紹介するほか、３～
１４歳の１日に食べたい目安
量やメニュー例、「偏食」「小
食」などの悩みに答えるＱ
＆Ａも収録。２０年後に後悔
しない栄養の話。

成功する子は
食べ物が９割

細川モモ／監修（主婦の友社） 『やさい畑』菜園クラブ
／編（家の光協会）

　幕末における薩摩藩の大躍
進の基礎を築いたカリスマ藩
主、島津斉彬（しまづなりあき
ら）。西郷隆盛の才能を見出し、
日本を明治維新へと導いた男の
一生をマンガでわかりやすく描
く。欧米列強から日本を守るた
めの新しい政治と外交のあり方
を早くから構想した。

島津　斉彬
加来　耕三
／企画・構成・監修（ポプラ社 ) 内田　麟太郎／作（偕成社）

みんなの図書館
今月のおすすめ本
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　５月の休館日
　１日（火）、７日（月）、１４日（月）、
２１日（月）、２８日（月）
３１日（木）月末整理日

　野菜は「どう育てるか」で
その出来栄えが大きく変わ
る。家庭菜園雑誌『やさい畑』
で活躍する達人たちが、１９
品種・４９とおりの野菜の仕
立て方を図を使ってわかり
やすく解説。一般的な仕立て
方とは違う裏ワザが満載。創
意工夫にあふれた菜園ライ
フを楽しんでみては。

さんさんネット
５月番組の見どころ

問さんさんネット
　☎43-2345

さ ん さ ん ニ ュ ー ス

撮 っ て お き ☆

　テレビリモコンの『番
組表』を押すと、１週間分
の番組内容が表示され
ます。また、録画機で簡単
予約も可能！

『詳しく番組内容を知り
たい！』そんな時は・・・

※さんさんネットのホー
ムページでも番組表を確
認いただけます

※放送内容を変更する場合があります。予めご了承ください

EPG（電子番組表）
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情報瓦ばん

皆さんに読んでほしい
本を紹介しています

５月 ３日（木）～

・淡路だんじり祭

５月21日（月）～

・写真工房～フォトリエ～『春』・『祭り』

５月23日（水）～

・トライやる・ウィーク　南淡・沼島中学校①

５月24日（木）～ 

・トライやる・ウィーク　南淡・沼島中学校②

５月25日（金）～ 

・辰美小学校 運動会

５月30日（水）～ 

・トライやる・ウィーク　三原中学校①

５月31日（木）～

・トライやる・ウィーク　三原中学校②

５月 ７日（月）～ 14日（月）

・ 講演「松帆銅鐸の紐と古代の紡織技術について」
　公益財団法人 元興寺文化財研究所
　　　　　　　 小村眞理 特任研究員

５月21日（月）～ 28日（月）

・講演『こどもが輝く魔法の言葉がけセミナー』

　ＬＩＦＥ ＶＩＥＷ代表 山本 秀樹さん　

５月28日（月）～ ６月４日（月）

 ・淡路だんじり祭　その①（全２回）

月曜日～金曜日　19：30 更新
■放送　7：30 ～、12：30 ～、16：30 ～、　
　　　　19：30 ～、22：30 ～

毎週月曜日　20：00 更新
■放送　8：00 ～、１3：00 ～、20：00 ～
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』

　井戸から幽霊が出て夜ごと皿の数をかぞえると
いう皿屋敷の伝説は、類

るいわ
話が全国各地に伝わりま

すが、中でも播州姫路と江
え ど
戸番

ばんちょう
町の話がよく知ら

れています。浄瑠璃『播州皿屋舗』は、播州姫路を
舞台とする皿屋敷物の代表的作品で、一昨年淡路
人形座は80年ぶりに復活上演し、今月5月26日
（土）午後７時より淡路人形座にて再上演します。

　　　

 （写真）
淡 路 人 形 座の
上演

製造業者の皆さまへ

工業統計調査
６月１日現在で行います

　平成30年工業統計調査は、従業者４人以上
の全ての製造事業所を対象に、６月１日時点で
実施します。調査員が５月中旬からお伺いしま
すので、ご協力をお願いします。
　調査票に記入された内容は、統計の作成以外
の目的に使用されませんので、正確なご記入を
お願いします。

インターネットでの
回答もできます

経済産業省・兵庫県・南あわじ市
問総務課☎ 43-5001
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いきいき健康生活

  ５月の健康カレンダー

22

いずみ会は地域の食育を
　　　　　　　　応援しています 問健康課☎43-5218

問健康課☎ 43-5218

　いずみ会は地域の保育所や小学校、中学校等
で食育を応援しています。
　いずみ会に入ると、地域活動栄養士の考案す
る健康食を年７回、調理実習することができま
す。また、イベントでの郷土料理の普及等も行っ
ています。
　会員は地元のグループに所属して、身近な地
域で仲間とともに食育活動を行っています。興
味のある人は最寄りのいずみ会員または健康課
までお問い合わせください。

　健康づくりのためのバランスのよい食事のとり方
や生活習慣病予防の献立づくりを学びませんか？アッ
トホームな雰囲気の講座です。男性の受講生も募集
中です。
●期　間　６月21日（木）～12月まで（計11回）
●場　所　福良地区公民館、兵庫県洲本総合庁舎等
●参加費　実習材料費等（年間1,500円程度)
●申込み・問合せ
　洲本健康福祉事務所 健康管理課 ☎26-2062
　南あわじ市健康課 ☎43-5218

いずみ会リーダー養成講座
～いきいき食育教室～ 受講者募集

 休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

診察日  9：00～11：30
13：00～16：30 19：00～22：30

 ３日（木） 高 田 育 明 医師 平 山　 毅 医師

 ４日（金） 穀 内 純 江 医師 守 本 圭 希 医師

５日（土） 鈴 木 俊 示 医師 瀧 川　 卓 医師

６日（日） 友清龍一郎 医師 穀 内 勇 夫 医師

13日（日） 福 原 正 博 医師 宮 㟢 美 枝 医師

20日（日） 前 田 昌 己 医師 福 原 正 博 医師

27日（日） 日 笠 久 美 医師 浦 瀬　 巌 医師

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院
平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00
※当直医によって専
門以外の診療はでき
ない場合があります

※各種教室・相談のお問い合わせは、健康課（☎43-5218）まで

● 阿波踊り体操 （いずみ会主催）1回100円
内容   日 曜日　    時間 　　   場所

阿波踊り体操
２ 水

10:00 ～
　南あわじ市
　保健センター16 水● 乳幼児健康カレンダー　　 　　（　　）は対象

内容  　日 曜日　  受付時間 場所

母親学級 17 木 13:15 ～ 13:30

南あわじ市
　保健センター

４か月児健康診査
（30年１月生）

25 金 12:30 ～ 13:00

10か月児健康診査
（29年７月生）

18 金 12:30 ～ 13:00

１歳6か月児健康診査
（28年１0月生）

８ 火 12:30 ～ 13:00

２歳児歯科健診
（28年２月生）

16 水 13:00 ～ 13:30

３歳児健康診査
（27年４月生）

11 金 12:30 ～ 13:00

就学前５歳児健康診査
（25年５月生）

21 月 12:30 ～ 13:00

強い歯大好き健診
（27年2月･27年8月生）

９ 水 13:15 ～ 13:45

育児相談
（29年３月生） 15 火

13:30 ～ 14:00
（29年10月生） 22 火

食育講座赤ちゃん栄養サロン
（29年１２月生）

23 水  ９:45 ～ 10:00

遊びの教室（予約制） 10 木  ９:30

発達支援相談（予約制） 10 木 13:30 ～

● 健康相談
内容  日 曜日　　  　時間 　　場所

生活習慣病相談、
栄養相談、
血圧測定など

14 月
  ９:00 ～ 10:30
 13:00 ～ 15:00

市役所
本館 1 階

小児救急医療

◆小児夜間救急電話センター
毎日午後 10 時～午前６時までの間、医師が輪番で小

児夜間救急診療を行っています。

問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799

◆休日小児救急診療
日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内の洲

本市応急診療所において、小児科医の輪番による小

児救急診療所を開設しています。

受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

● 愛育班活動
内容   日   曜日 場所

愛育班総会 17 木 　沼島総合センター

● 献血
  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

16 水
10：00 ～ 12：00
13：15 ～ 16：00

　市役所本館１階

● 認知症を支える家族の会　スマイル
認知症の介護の悩みを話し合える場

  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

９ 水 14：00 ～ 15：00 　中央公民館２階

※詳しくは、地域包括支援センター（☎43-5237）まで

● スマイル ( 認知症 ) カフェ   　※申込不要

認知症の人とそのご家族、地域の人誰もが集える場

  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

24 木 14：00 ～ 16：00 　いちばん星
　（市福永572）

※詳しくは、福祉課（☎43-5216）まで

● こころやすらぐひろば   　※申込不要

精神疾患を抱える人とそのご家族らの交流を深める広場

  日　　　曜日　   　　 受付時間 　場所　

27 日 13：00 ～ 16：00 　いちばん星
　（市福永572）

高齢の方にも食べやすい料理の工夫を学びます。

健康課からのお知らせ
子どもの予防接種について

高齢者の肺炎球菌予防接種について
　今年度の定期接種に該当しない 75 歳以上の人で、過去に市の助成を受けて高齢者肺炎球菌予防接種を接種していない
人は、行政措置予防接種として定期接種と同様に 3,000 円で受けることができます。接種を希望される人は必ず健康課
までお問い合わせください。

　ここ数年、子どもが受ける予防接種の種類は増え、接種スケジュールは複雑になってきています。市では定期予防接
種の対象者には個人通知をしています。通知が届いたら、有効性や接種方法をよく確認し、市予防接種委託医療機関に予
約をして、接種を受けるようにしてください。

 ◆定期予防接種
　Ｂ型肝炎、ヒブ、小児肺炎球菌、四種混合（ジフテリア、百日咳、破傷風、不活化ポリオ）、ＢＣＧ、麻しん風しん
　水ぼうそう、日本脳炎、二種混合（ジフテリア、破傷風）、子宮頸がん（ヒトパピローマウイルス感染症）

※疑問や不安があればかかりつけの医師か健康課までお問い合わせください。
※市予防接種委託医療機関
　市ホームページに掲載しています。４月から一部変更になっていますので、３月までに配布された医療機関名簿をお持
ちの人は、ホームページでご確認していただくか、健康課までお問い合わせください。

小学生に押しずしを

教えています。

会員研修で作った

料理の一例です。



　　　　

　まぶしい日差しに、さわやかな風。戸外に出かけ
たくなる季節ですね。ゆめるんセンターでは駐車場
が完成し、園庭でゆったりと遊べるようになりまし
た。お友達と思いきり体を動かしてあそびましょう。

●出前ひろば （申込不要、ゆめるんノート、名札持参）
　おもちゃがいっぱいの自由遊びの広場。10:00 ～ 11:30

ひろば名 ５月の開設日 場所

みどり 2,9,11,18,25 緑保健福祉センター

せいだん 1,10,15,17,29,31 松帆地区公民館

みはら 8,15,22,24,29,31 働く婦人の家

なんだん 2,11,16,18,23,25 福良地区公民館

問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　 南あわじ市榎列松田747番地3　☎42-7703

子育て広場

●ふれあいプレイルーム （平日９：00～16：00）

　（申込不要、ゆめるんノート、名札持参）
場所 内容

ゆめるんセンター
公園に出かける感覚で、親子で遊ぶことができま
す。赤ちゃんは、体重・身長測定もできます。

 ●年齢別ひろば　ゆめるんセンター　５月 
ひろば名 開催日 時間 内容等

いちご
（～ 10 か月）

16 日
（水）

10:00～ 遊字命名紙　要申込
先着16組　費用200円

ばなな
（11 か月～）

17 日
（木）

10：30～
11：30

親子ヨガ　要申込
定員15組　

ぶどう
（今年度３才

になる子）

８日
（火）

9：20～
12：00

イチゴがり（徳島県） 要申込
先着20組　申込締切2日
費用は大人1100円、子ども600
円（兄弟同行の場合、1歳児200
円）　

※ ４月 16 日現在で行事の予定を掲載しています。
　 定員に達している場合はご了承ください

4月10日（火）出前ひろば（せいだん）

平成30年４月11日までの申出分 （敬称略）
※この欄への掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

●人　口 47,771人（前月比－219人）
　    （男） 23,047人（前月比－96人）
　    （女） 24,724人（前月比－123人）
●世帯数 19,268世帯（前月比－2世帯）

※平成30年4月１日現在

結婚

死亡

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 婚姻日

池田　　稔（広　田）

木下　雅人（志　知）

古⻆　　仁（明石市）

小谷　剛史（松　帆）

新井　　寛（広　田）

中川　宜幸（広　田）

川上　浩司（津　井）

畠野　祐輔（榎　列）

山上　智愛（広　田）

井上　裕加（福　良）

仲山沙也夏（八　木）

栗林　香奈（賀　集）

小野　起奈（松　帆）

湊　つばさ（大阪府）

毛利美奈子（洲本市）

林崎　未歩（福　良）

３ 月 14 日

３ 月 14 日

３ 月 14 日

３ 月 28 日

３ 月 29 日

４ 月 ４ 日

４ 月 ７ 日

４ 月 ７ 日

氏名 年齢 地区 死亡日

大谷　　弘
原　　 正 克
山田　　稔
吉田　英彦
鯉森　清一
馬部　重樹
新﨑　　洋
井上すゞゑ
喜田　　稔
藤井　孝美
村上　　　
伊勢　明晴
西本ゆり子

倭 文
松 帆
福 良
榎 列
広 田
松 帆
津 井
広 田

市
神 代
八 木
松 帆

灘

81
69
76
88
96
67
75
86
86
91
83
83
93

３ 月 20 日
３ 月 20 日
３ 月 21 日
３ 月 22 日
３ 月 23 日
３ 月 23 日
３ 月 24 日
３ 月 27 日
３ 月 27 日
３ 月 27 日
３ 月 27 日
３ 月 28 日
３ 月 28 日

氏名 年齢 地区 死亡日

宮地　恒雄
柳本十九二
山田　芳美
金輪　　勝
平山　康樹
赤穗　忠義
榎本　文雄
川井　　弘
濵本こやす
藤本　　伸
細川　秀夫
前田フサヱ

八 木
洲本市
松 帆
倭 文
倭 文
神 代
神 代

湊
阿 万
阿 万
榎 列
志 知

88
68
93
97
88
99
99
89
89
87
92
89

３ 月 28 日
３ 月 28 日
３ 月 29 日
３ 月 30 日
３ 月 30 日
４ 月 ２ 日
４ 月 ４ 日
４ 月 ４ 日
４ 月 ５ 日
４ 月 ５ 日
４ 月 ９ 日
４ 月 ９ 日

氏名 年齢 地区 死亡日

桐原　利子
土井加代子
冨岡　　純
阿部はつみ
岡田　　稔
倉本　幸子
宮﨑　  　
阿部香保重
飛松　　護
秦　　繁春
小池　一正
冨永みつ子
井手坂千鶴子

福 良
福 良
松 帆
北阿万
松 帆
松 帆
志 知
阿 万
福 良

灘
八 木
志 知
賀 集

87
67
91
94
81
94
86
63
83
92
84
86
85

３ 月 13 日
３ 月 14 日
３ 月 14 日
３ 月 15 日
３ 月 15 日
３ 月 15 日
３ 月 15 日
３ 月 17 日
３ 月 17 日
３ 月 17 日
３ 月 18 日
３ 月 19 日
３ 月 20 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日

鯉 森　 壮
そ う ま

真

東 村　 聡
そうすけ

亮

原 田 こ の は

奥 野　 綾
あ や と

斗

德 田　 千
ち と せ

歳

三 谷　 京
きょうすけ

典

山 﨑 菜
な な み

々 珠

金 沢　 周
しゅうへい

平

菊 川　 苺
い ち か

花

髙 岡　 輝
り き と

斗

月 江　 結
ゆ い

愛

岩 本　 笑
え な

奈

山 中　 嘉
よ し と

人

白川　　 葵
あおい

黒 田　 彩
あ こ

心

篠 田 ひ よ り

増 井　 楓
ふ う な

菜

南　 望
み ゆ う

優 稟

藪　　 愛
よ し の

乃

上 谷　 優
ゆ な

奈

井 本　 健
けんしょう

聖

中 野　 愛
え ま

麻

新 居 田 芽
め い

依

楠 木　 結
ゆ の ん

音

男

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

女

男

女

女

女

女

女

女

女

男

女

女

女

憂 希
和 哉
尚 弥
允 規

剛
典 史

浩
功

克 麻
正 吾
公 彦
直 樹
祐 樹
幸 正
浩二郎
将 吾
克 行
匡 志
和 平
高 司
健 太
博 士
和 也
昌 之

広 田
潮美台
広 田
榎 列
潮美台
阿 万
阿那賀
潮美台
潮美台
志 知
賀 集
阿 万
広 田

市
志 知
広 田
松 帆
広 田
福 良
広 田
倭 文

市
神戸市
賀 集

３ 月 ６ 日
３ 月 ６ 日
３ 月 ９ 日
３ 月 11 日
３ 月 13 日
３ 月 14 日
３ 月 14 日
３ 月 15 日
３ 月 16 日
３ 月 18 日
３ 月 19 日
３ 月 20 日
３ 月 20 日
３ 月 21 日
３ 月 22 日
３ 月 22 日
３ 月 23 日
３ 月 24 日
３ 月 24 日
３ 月 28 日
３ 月 30 日
３ 月 30 日
３ 月 31 日
４ 月 ６ 日

　

出生

※４月号の正解は、『だんじり』 。49通の応募がありました。

　淡路ファームパー

ク・イングランドの

丘では、市内に在住

する市民●●●●●

を募集しています。市民●●●●●には、入園

料無料となる年間パスポートが発行されます。

エキストラとして園内を盛り上げましょう。

　さて、●に入るカタカナ５文字をお答えくだ
さい。（ヒントは広報 28 頁）

※クイズの正解者の中から抽選で５人に素敵なプレゼントが当たりま
　す！（当選は発送をもって発表にかえさせていただきます）

■応募方法（❶～❺全回答必須）
　❶クイズの答え、❷住所、❸氏名、❹年齢、❺広報やさん
　さんネット、南あわじ市に対するご意見・ご感想をお書き　
　の上、広報情報課までご応募ください。
■応募締切 ５月 15 日（火）※消印有効

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１
南あわじ市役所 広報情報課広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）
kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

※右の二次元コードを携帯電話のバーコード
　リーダで読み取り、クイズに応募できます

広報クイズ
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●５月の催し　※要申込
行事名・場所 日時 費用等

ままひろば
「牛乳パックいすづくり」
 ①アンパンマンいすづくり
 ②メロンパンナいすづくり
・ゆめるんセンター

９日（水）
①10：00～
②13：00～

先着各15組　
申込締切2日
費用300円
※事前準備が必要。
詳しくはお問い合
わせください

手形アート
「きんぎょがにげた」
・ゆめるんセンター

22日（火）～
24日（木）
10：00～

先着各日30組
申込締切16日
費用100円

５月のお誕生日会

　みどり・なんだんひろば
25日（金）
11：10～

　みはら・せいだんひろば 29日（火）
11：10～

ファミリーデー part １
「安全坊やをつくろう！」
・ゆめるんセンター

６月２日（土）
10：00～

先着15組
申込締切18日
費用500円
※大人2人以上で
申込ください
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　南あわじ市指定無形民俗文化財である

「的射の儀」が３月 31 日、津井春日神社

の春の例大祭で奉納され、射手５人が五

穀豊穣と無病息災を願い、次々と的に矢

を放ちました。

　この儀式は江戸時代から受け継がれて

います。始めに、一番射手の井上貴
た か ら

良さ

んが天と地、東西南北の悪霊を祓う「大舞」

を披露し、「鬼」の字を封じた直径 40ｃ

ｍの小さい的を射た後、５人の射手が一

列に並び、約 15 ｍ先の直径 1.5 ｍの的

に一人２本ずつ 15 回に分けて計 30 本の

矢を放ちました。

　たくさんの参拝者がその様子を見守り、

矢が的に命中するたびに大きな歓声と拍

手が境内に響き渡っていました。

　ドローンで撮影した写真や動画のコンテスト「仙北インター

ナショナルドローンフィルムフェスティバル」が秋田県仙北

市で開催され、温泉銀次さん（榎列）の作品「COUNTRY 

BEETLE（カントリー　ビートル）」が、一般個人短尺部門で

優秀賞に輝きました。

　温泉さんは、昨年２月にドローン活用技能スクールを受講。

仕事が休みの日に趣味でドローンを使い撮影し、１年足らずで

コンテスト入賞を果たしました。

　淡路島のスローライフをテーマにした受賞作品は、愛車の

ビートルが市内の田んぼや海岸を走る様子を、ドローンで上

空から映し出された約１分間の動画。現在、灘付近を撮影し

たシリーズ第２段も含めてユーチューブで視聴できます。

　温泉さんは現在、ドローンを生かした仕事に就いており、「シ

リーズ動画を作り、淡路島の良さをいろんな人に伝えたい」

と話していました。

　春の観光シーズンの幕開けを告げる「淡路島び

らき　うずしおまつり・桜鯛まつり」が３月 17 日

に福良港と伊毘港で開催されました。

　島びらきは、春の大潮で鳴門の渦潮が見ごろと

なり、桜鯛が旬を迎える時期に淡路島観光協会が

毎年開いています。

　式典では、島びらきを祝い、南淡中学

校郷土芸能部が人形浄瑠璃「戎舞」を披

露したほか、「第 38 代クイーン淡路」の

３人が淡路島の観光大使としてデビュー。

鳴門うずしお大使と鳴門海峡に酒だるを

流し、海の安全を祈願しました。

　また、島びらきと同日、福良下町商店

街をテーマパークにした「にんぎゃか福

良んど」が開かれ、多くの人たちでにぎ

わいました。

　国の特別天然記念物であるコウノトリ２羽が倭文で確認さ
れました。
　「県立コウノトリの郷公園」によると、南あわじ市内で飛
来が確認されたのは３年ぶり４例目で、今年３月下旬に徳島
県鳴門市で確認されたカップルである可能性が高いというこ
とです。
　同公園は「驚かせないように離れたところから優しく静か
に見守ってほしい。観察する時は、周囲の人の迷惑にならな
いように」と呼びかけています。

秋田・仙北市開催「ドローン動画国際大会」
春の観光シーズンが到来！

特別天然記念物

榎列・温泉銀次さんが優秀賞を受賞 島びらき＆にんぎゃか福良んど

コウノトリが飛来 津井春日神社・市指定文化財「的射の儀」を奉納

鬼封じた的を射て五穀豊穣等を祈願

01 約 15ｍ先の的を狙う射手ら。
02 矢拾いの子どもから矢を受け
取る射手。

※左の二次元コードから当日の様子を動画
　（YouTube）で見ることができます

01 観潮船安全を祈願するクイーン淡路ら。
02 人形浄瑠璃「戎舞」を披露する南淡中学
校郷土芸能部。03 「にんぎゃか福良んど」で
釣堀を楽しむ子どもたち。04 大勢の人でに
ぎわう福良下町商店街

01

02

01 優秀賞を受賞した温泉さん。
02 受賞作品「COUNTRY BEETLE」
の映像（動画は左の二次元コードか
らご覧ください）。

01 倭文で目撃されたコウノトリのカッ
プル。02 首をまっすぐに伸ばして飛
ぶコウノトリ。03 電柱の上に佇むコウ
ノトリ。

01

02

01

01

02

02 04

03

03
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日時　５月５日（土）、19日（土）　※雨天中止
　　　いずれも午後２時から日没まで。
　　　　※９月にも２回開催します

場所　慶野松原海岸瓦舞台前
詳細　料金、申込方法等の詳細は次のウェブサ
イトでご確認ください。

https://www.awajibeachyoga.jp
※二次元コードからもご覧になれます

慶野松原海岸でヨガを楽しもう♪

慶野松原のサンセットを眺めながらヨガを楽しむ「ビーチ
ヨガ」。また、犬のしつけ教室やスラックライン、親子で
参加できるストレッチなど家族で楽しめるイベントも盛り
だくさん。

AWAJI BEACH YOGA ２０１８実行委員会
問ふるさと創生課（地域おこし協力隊・大住）
　☎ 43-5205

AWAJI BEACH YOGA
2018

　淡路ファームパークイングランドの丘では、第 7

期市民サポーター（市内在住）を募集しています。

　市民サポーターには、エキストラとして園内を盛

り上げていただくとともに、市内外にPRを行って

いただくため、入園料無料の特典が付いた年間パス

ポートを発行します。

　また、第6期サポーター

のパスポート有効期限は

3月 31日までとなってい

ます。更新の手続きは随

時受付しています。

▼新規の申込方法
　次の❶～❸を用意し、商工観光課または、食の

拠点情報発信基地にお越しください。

　なお、食の拠点情報発信基地（☎ 43-5240）は、

土曜・火曜日が定休日で、事前に予約が必要です。

❶本人または家族の顔写真 (縦横 3cm)

❷市内在住であることが確認できる書類 (免許証、

　健康保険証など )

❸パスポート発行代金 50円

問商工観光課☎ 43-5221

淡路ファームパーク
イングランドの丘
（特典）入園料無料　市民サポーターの募集

南あわじ動画ライブラリー

南あわじ旬だより
　フェイスブックとインスタグラムで、南あ
わじ市の旬な情報を写真と動画でお届けして
います。ぜひ、フォローお願いします。

Facebook Instagram

南あわじ市広報マン

　まだまだ一眼レフカメラの使い

方が分からず四苦八苦しておりま

す。まちの話題や行政情報を広報

紙を通じて分かりやすくお届けで

きるように頑張ります。また、取

材に伺ったときはご協力よろしく

お願いいたします。

広報情報課主事　坂本　大
だいき

樹

New Face

　花と自然に囲まれ、家族
でゆっくり楽しむことがで
きる公園。コアラやウサギ、
ヒツジなど、た
くさんの動物が
みなさんをお待
ちしています。

淡路ファームパーク
イングランドの丘

　広報情報課では南あわじ市PR用の動画を制作し、フェイスブックやインスタ
グラムを通じて市内外へ広くPRしています。
　動画は、次の二次元コードから動画（YouTube) をご覧ください。
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